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１．一般会計決算

(1) 歳入

ア 款別

（単位：円、％）

区 分
令和元年度 平成３０年度 比 較

決 算 額 構成比 決 算 額 構成比 増 減 額 増減率

１．町税 2,612,610,813 34.4 2,550,205,030 36.3 62,405,783 2.4

２．地方譲与税 89,500,000 1.2 89,153,000 1.3 347,000 0.4

３．利子割交付金 2,162,000 0.0 4,201,000 0.1 △2,039,000 △48.5

４．配当割交付金 10,639,000 0.1 9,131,000 0.1 1,508,000 16.5

５．株式等譲渡所得割交付金 6,364,000 0.1 7,630,000 0.1 △1,266,000 △16.6

６．地方消費税交付金 349,471,000 4.6 369,430,000 5.3 △19,959,000 △5.4

７．ゴルフ場利用税交付金 1,304,405 0.0 1,451,804 0.0 △147,399 △10.2

８．自動車取得税交付金 13,674,695 0.2 28,271,000 0.4 △14,596,305 △51.6

９．自動車税環境性能割交付金 4,016,000 0.1 0 0.0 4,016,000 皆増

10．地方特例交付金 71,773,000 0.9 31,961,000 0.5 39,812,000 124.6

11．地方交付税 1,132,996,000 14.9 1,098,357,000 15.6 34,639,000 3.2

うち普通交付税 1,014,986,000 13.4 977,544,000 13.9 37,442,000 3.8

12．交通安全対策特別交付金 3,667,000 0.0 3,390,000 0.0 277,000 8.2

13．分担金及び負担金 106,888,490 1.4 157,938,680 2.2 △51,050,190 △32.3

14．使用料及び手数料 34,030,597 0.4 34,653,248 0.5 △622,651 △1.8

15．国庫支出金 1,453,789,541 19.2 1,070,325,330 15.2 383,464,211 35.8

16．県支出金 661,483,034 8.7 602,786,902 8.6 58,696,132 9.7

17．財産収入 3,113,665 0.0 3,728,921 0.1 △615,256 △16.5

18．寄附金 6,174,900 0.1 8,103,950 0.1 △1,929,050 △23.8

19．繰入金 195,170,846 2.6 147,715,395 2.1 47,455,451 32.1

うち財政調整基金 180,000,000 2.4 100,000,000 1.4 80,000,000 80.0

20．繰越金 139,650,344 1.8 95,099,690 1.4 44,550,654 46.8

21．諸収入 106,054,002 1.4 133,225,392 1.9 △27,171,390 △20.4

22．町債 598,100,000 7.9 577,800,000 8.2 20,300,000 3.5

うち臨時財政対策債 244,500,000 3.2 272,500,000 3.9 △28,000,000 △10.3

歳 入 合 計 7,602,633,332 100.0 7,024,558,342 100.0 578,074,990 8.2
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イ 目的別

（単位：千円、％）

区 分
令和元年度 平成３０年度 比 較

決算額 構成比 決算額 構成比 増減額 増減率

町税 2,612,611 34.4 2,550,205 36.3 62,406 2.4

地方譲与税 89,500 1.2 89,153 1.3 347 0.4

利子割交付金 2,162 0.0 4,201 0.1 △2,039 △48.5

配当割交付金 10,639 0.1 9,131 0.1 1,508 16.5

株式等譲渡所得割交付金 6,364 0.1 7,630 0.1 △1,266 △16.6

地方消費税交付金 349,471 4.6 369,430 5.3 △19,959 △5.4

ゴルフ場利用税交付金 1,304 0.0 1,452 0.0 △148 △10.2

自動車取得税交付金 13,675 0.2 28,271 0.4 △14,596 △51.6

自動車税環境性能割交付金 4,016 0.1 0 0.0 4,016 皆増

地方特例交付金 71,773 0.9 31,961 0.5 39,812 124.6

地方交付税 1,132,996 14.9 1,098,357 15.6 34,639 3.2

交通安全対策特別交付金 3,667 0.0 3,390 0.0 277 8.2

分担金及び負担金 122,182 1.6 170,200 2.4 △48,018 △28.2

使用料 23,856 0.3 23,978 0.3 △122 △0.5

手数料 10,175 0.1 10,675 0.2 △500 △4.7

国庫支出金 1,453,790 19.2 1,070,325 15.2 383,465 35.8

県支出金 661,482 8.7 602,786 8.6 58,696 9.7

財産収入 3,114 0.0 3,729 0.1 △615 △16.5

寄附金 6,175 0.1 8,104 0.1 △1,929 △23.8

繰入金 195,171 2.6 147,715 2.1 47,456 32.1

繰越金 139,650 1.8 95,099 1.4 44,551 46.8

諸収入 90,760 1.2 120,966 1.7 △30,206 △25.0

町債 598,100 7.9 577,800 8.2 20,300 3.5

歳 入 合 計 7,602,633 100.0 7,024,558 100.0 578,075 8.2
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ウ 一般財源・特定財源

（単位：千円、％）

○ 一般財源…町税、地方交付税などの使途が特定されていない財源

【その他一般財源の内訳】

地方譲与税（8,950 万円、1.2％）、地方特例交付金（7,177 万 3 千円、0.9％）、繰越金

（3,076 万 6 千円、0.4％）、自動車取得税交付金（1,367 万 5 千円、0.2％）、配当割交付

金（1,063 万 9 千円、0.1％）、株式等譲渡所得割交付金（636 万 4 千円、0.1％）など

○ 特定財源…国県支出金、分担金及び負担金などの使途が特定されている財源

【その他特定財源の内訳】

繰越金（1 億 888 万 4 千円、1.4％）、諸収入（7,648 万円、1.0％）、使用料（2,087 万 6

千円、0.3％）、繰入金（1,140 万円、0.1％）、手数料（1,017 万 5 千円、0.1％）、寄附金

（100 万円、0.0％）、財産収入（84 万 7 千円、0.0％）

国庫支出金

14億976万円

18.6％

県支出金

6億5,401万3千円

8.6％

町債

3億5,360万円

4.7％

分担金及び負担金

1億2,218万2千円

1.6％

その他特定財源

2億2,966万2千円

2.9％

町税

 

26億1,261万1千円

34.4％

地方交付税

11億3,299万6千円

14.9％

地方消費税交付金

3億4,947万1千円

4.6％

町債

2億4,450万円

3.2％

繰入金

1億8,377万1千円

2.5％

その他一般財源

3億1,006万7千円

4.0％

一般財源

48億3,341万6千円 

63.6％

特定財源

27億6,921万7千円 

36.4％

区 分
令和元年度 平成３０年度 比 較

決 算 額 構成比 決 算 額 構成比 増 減 額 増減率

一 般 財 源 4,833,416 63.6 4,641,179 66.1 192,237 4.1

特 定 財 源 2,769,217 36.4 2,383,379 33.9 385,838 16.2

歳 入 合 計 7,602,633 100.0 7,024,558 100.0 578,075 8.2
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エ 自主財源・依存財源

（単位：千円、％）

○ 自主財源…町税、繰入金、分担金及び負担金など

【その他自主財源の内訳】

分担金及び負担金（1 億 2,218 万 2 千円、1.6％）、諸収入（9,076 万円、1.2％）、使用

料（2,385 万 6 千円、0.3％）、手数料（1,017 万 5 千円、0.1％）、寄附金（617 万 5 千円、

0.1％）、財産収入（311 万 4 千円、0.0％）

○ 依存財源…国県支出金、地方交付税、地方譲与税、町債、各種交付金など

【その他依存財源の内訳】

地方譲与税（8,950 万円、1.2％）、地方特例交付金（7,177 万 3 千円、0.9％）、自動車

取得税交付金（1,367 万 5 千円、0.2％）、配当割交付金（1,063 万 9 千円、0.1％）、株式

等譲渡所得割交付金（636 万 4 千円、0.1％）など

国庫支出金

14億5,379万円

19.2％

地方交付税

11億3,299万6千円

14.9％

県支出金

6億6,148万2千円

8.7％

町債

 

5億9,810万円

7.9％

地方消費税交付金

3億4,947万1千円

4.6％

その他依存財源

2億310万円

2.6％

町税

 

26億1,261万1千円

34.4％

繰入金

1億9,517万1千円

2.6％

繰越金

1億3,965万円

1.8％

その他自主財源

2億5,626万2千円

3.3％

自主財源

32億369万4千円

42.1％

依存財源

43億9,893万9千円

57.9％

区 分
令和元年度 平成３０年度 比 較

決 算 額 構成比 決 算 額 構成比 増 減 額 増減率

自 主 財 源 3,203,694 42.1 3,130,671 44.6 73,023 2.3

依 存 財 源 4,398,939 57.9 3,893,887 55.4 505,052 13.0

歳 入 合 計 7,602,633 100.0 7,024,558 100.0 578,075 8.2
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(2) 歳出

ア 款別

（単位：円、％）

【その他の内訳】

議会費（8,684 万 5 千円、1.2％）、商工費（4,133 万 4 千円、0.6％）、労働費（1,363 万 1

千円、0.2％）、諸支出金（1 万 1 千円、0.0％）

民生費

29億1,099万4千円

39.1％

教育費

8億9,788万3千円

12.0％

総務費

8億6,629万1千円

11.7％

土木費

6億5,193万4千円

8.8％

衛生費

6億3,837万7千円

8.6％

公債費

4億8,163万3千円

6.5％

消防費

4億7,924万2千円

6.4％

農林水産業費

3億6,634万5千円

4.9％
その他

1億4,182万1千円

2.0％

区 分
令和元年度 平成３０年度 比 較

決 算 額 構成比 決 算 額 構成比 増 減 額 増減率

１．議会費 86,845,247 1.2 95,091,287 1.4 △8,246,040 △8.7

２．総務費 866,290,728 11.7 818,784,079 11.9 47,506,649 5.8

３．民生費 2,910,994,278 39.1 2,472,024,140 35.9 438,970,138 17.8

４．衛生費 638,376,717 8.6 617,854,729 9.0 20,521,988 3.3

５．労働費 13,631,051 0.2 17,334,310 0.3 △3,703,259 △21.4

６．農林水産業費 366,344,869 4.9 319,167,360 4.6 47,177,509 14.8

７．商工費 41,333,722 0.6 30,301,677 0.4 11,032,045 36.4

８．土木費 651,933,844 8.8 935,398,450 13.6 △283,464,606 △30.3

９．消防費 479,240,909 6.4 328,622,639 4.8 150,618,270 45.8

10．教育費 897,883,427 12.0 757,467,461 11.0 140,415,966 18.5

11．災害復旧費 0 0.0 0 0.0 0 0.0

12．公債費 481,632,624 6.5 492,843,866 7.1 △11,211,242 △2.3

13．諸支出金 11,000 0.0 18,000 0.0 △7,000 △38.9

14．予備費 0 0.0 0 0.0 0 0.0

歳 出 合 計 7,434,518,416 100.0 6,884,907,998 100.0 549,610,418 8.0
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イ 性質別

（単位：千円、％）

【その他の内訳】

維持補修費（1,981 万 3 千円、0.3％）、積立金（1,805 万 8 千円、0.2％）

扶助費

19億6,892万8千円

26.5％人件費

7億7,384万4千円

10.4％

公債費

4億8,163万3千円

6.5％

普通建設事業費

13億5,909万3千円

18.3％

物件費

11億4,669万5千円

15.4％

繰出金

8億7,822万4千円

11.8％

補助費等

7億5,323万円

10.1％

投資及び出資金・

貸付金

3,500万円

0.5％

その他

3,787万1千円

0.5％

その他経費

28億5,102万円

38.3％

義務的経費

32億2,440万5千円

43.4％
投資的経費

13億5,909万3千円

18.3％

区 分
令和元年度 平成３０年度 比 較

決算額 構成比 決算額 構成比 増減額 増減率

義務的経費 3,224,405 43.4 3,149,634 45.8 74,771 2.4

人件費 773,844 10.4 796,567 11.6 △22,723 △2.9

扶助費 1,968,928 26.5 1,860,223 27.0 108,705 5.8

公債費 481,633 6.5 492,844 7.1 △11,211 △2.3

投資的経費 1,359,093 18.3 972,508 14.1 386,585 39.8

普通建設事業費 1,359,093 18.3 972,508 14.1 386,585 39.8

災害復旧事業費 0 0.0 0 0.0 0 0.0

その他経費 2,851,020 38.3 2,762,766 40.1 88,254 3.2

物件費 1,146,695 15.4 1,088,278 15.8 58,417 5.4

維持補修費 19,813 0.3 46,973 0.7 △27,160 △57.8

補助費等 753,230 10.1 754,650 11.0 △1,420 △0.2

積立金 18,058 0.2 14,998 0.2 3,060 20.4

投資及び出資金・貸付金 35,000 0.5 35,000 0.5 0 0.0

繰出金 878,224 11.8 822,867 12.0 55,357 6.7

予備費 0 0.0 0 0.0 0 0.0

歳 出 合 計 7,434,518 100.0 6,884,908 100.0 549,610 8.0
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(3) 町税

ア 決算額

（単位：円、％）

固定資産税

11億3,324万7千円

43.4％

個人町民税

10億8,127万4千円

41.4％

町たばこ税

1億6,344万5千円

6.3％

法人町民税

1億5,262万8千円

5.8％

軽自動車税

7,059万1千円

2.7％
入湯税

1,142万6千円

0.4％

区 分
令和元年度 平成３０年度 比 較

決 算 額 構成比 決 算 額 構成比 増 減 額 増減率

個人町民税 1,081,273,906 41.4 1,048,293,780 41.1 32,980,126 3.1

法人町民税 152,627,612 5.8 152,692,328 6.0 △64,716 0.0

固定資産税 1,133,246,970 43.4 1,114,163,011 43.7 19,083,959 1.7

軽自動車税 70,591,074 2.7 67,349,379 2.6 3,241,695 4.8

町たばこ税 163,444,851 6.3 156,114,292 6.1 7,330,559 4.7

入湯税 11,426,400 0.4 11,592,240 0.5 △165,840 △1.4

計 2,612,610,813 100.0 2,550,205,030 100.0 62,405,783 2.4
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イ 町民１人あたり決算額

令和元年度・平成３０年度の決算額を、それぞれ令和２年３月３１日現在・平成３１

年３月３１日現在の人口で割ったものです。

（単位：円、％）

※ 項目ごとに端数処理をしているため、内訳と合計が一致しない場合があります。

ウ １世帯あたり決算額

令和元年度・平成３０年度の決算額を、それぞれ令和２年３月３１日現在・平成３１

年３月３１日現在の世帯数で割ったものです。

（単位：円、％）

※ 項目ごとに端数処理をしているため、内訳と合計が一致しない場合があります。

区 分
令和元年度 平成３０年度 比 較

決 算 額 構成比 決 算 額 構成比 増 減 額 増減率

個人町民税 49,815 41.4 48,824 41.1 991 2.0

法人町民税 7,032 5.8 7,112 6.0 △80 △1.1

固定資産税 52,209 43.4 51,892 43.7 317 0.6

軽自動車税 3,252 2.7 3,137 2.6 115 3.7

町たばこ税 7,530 6.3 7,271 6.1 259 3.6

入湯税 526 0.4 540 0.5 △14 △2.6

計 120,364 100.0 118,774 100.0 1,590 1.3

区 分
令和元年度 平成３０年度 比 較

決 算 額 構成比 決 算 額 構成比 増 減 額 増減率

個人町民税 131,238 41.4 130,013 41.1 1,225 0.9

法人町民税 18,525 5.8 18,937 6.0 △412 △2.2

固定資産税 137,547 43.4 138,182 43.7 △635 △0.5

軽自動車税 8,568 2.7 8,353 2.6 215 2.6

町たばこ税 19,838 6.3 19,362 6.1 476 2.5

入湯税 1,387 0.4 1,438 0.5 △51 △3.5

計 317,103 100.0 316,285 100.0 818 0.3
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２．会計別決算

（単位：円、％）

区 分
令和元年度

決 算 額

平成３０年度

決 算 額

比 較

増 減 額 増減率

一 般 会 計

歳入 7,602,633,332 7,024,558,342 578,074,990 8.2

歳出 7,434,518,416 6,884,907,998 549,610,418 8.0

差引 168,114,916 139,650,344 28,464,572 20.4

翌年繰越額 143,802,000 108,884,000 34,918,000 32.1

実質収支 24,312,916 30,766,344 △6,453,428 △21.0

特

別

会

計

学校給食事業

歳入 109,125,314 118,216,041 △9,090,727 △7.7

歳出 108,329,572 117,035,907 △8,706,335 △7.4

差引 795,742 1,180,134 △384,392 △32.6

翌年繰越額 0 0 0 0.0

実質収支 795,742 1,180,134 △384,392 △32.6

公共下水道事業

歳入 431,486,186 420,882,730 10,603,456 2.5

歳出 430,056,716 420,582,730 9,473,986 2.3

差引 1,429,470 300,000 1,129,470 376.5

翌年繰越額 0 0 0 0.0

実質収支 1,429,470 300,000 1,129,470 376.5

国民健康保険

事業

歳入 1,900,738,672 1,868,178,326 32,560,346 1.7

歳出 1,897,329,362 1,825,111,499 72,217,863 4.0

差引 3,409,310 43,066,827 △39,657,517 △92.1

翌年繰越額 0 0 0 0.0

実質収支 3,409,310 43,066,827 △39,657,517 △92.1

農業集落排水

事業

歳入 177,145,524 153,104,713 24,040,811 15.7

歳出 177,045,524 153,004,713 24,040,811 15.7

差引 100,000 100,000 0 0.0

翌年繰越額 0 0 0 0.0

実質収支 100,000 100,000 0 0.0
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（単位：円、％）

区 分
令和元年度

決 算 額

平成３０年度

決 算 額

比 較

増 減 額 増減率

特

別

会

計

住宅新築資金等

貸付事業

歳入 2,254,786 4,381,631 △2,126,845 △48.5

歳出 2,254,786 4,381,631 △2,126,845 △48.5

差引 0 0 0 0.0

翌年繰越額 0 0 0 0.0

実質収支 0 0 0 0.0

介護保険事業

歳入 1,390,677,186 1,384,631,597 6,045,589 0.4

歳出 1,362,216,652 1,340,456,855 21,759,797 1.6

差引 28,460,534 44,174,742 △15,714,208 △35.6

翌年繰越額 0 0 0 0.0

実質収支 28,460,534 44,174,742 △15,714,208 △35.6

後期高齢者医療

事業

歳入 205,797,587 189,915,424 15,882,163 8.4

歳出 200,137,387 186,061,124 14,076,263 7.6

差引 5,660,200 3,854,300 1,805,900 46.9

翌年繰越額 0 0 0 0.0

実質収支 5,660,200 3,854,300 1,805,900 46.9

計

歳入 4,217,225,255 4,139,310,462 77,914,793 1.9

歳出 4,177,369,999 4,046,634,459 130,735,540 3.2

差引 39,855,256 92,676,003 △52,820,747 △57.0

翌年繰越額 0 0 0 0.0

実質収支 39,855,256 92,676,003 △52,820,747 △57.0

合 計

歳入 11,819,858,587 11,163,868,804 655,989,783 5.9

歳出 11,611,888,415 10,931,542,457 680,345,958 6.2

差引 207,970,172 232,326,347 △24,356,175 △10.5

翌年繰越額 143,802,000 108,884,000 34,918,000 32.1

実質収支 64,168,172 123,442,347 △59,274,175 △48.0
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３．財産の状況

(1) 年度末現在高

※ 道路及び橋梁は含みません。

(2) 年度末現在高（町民１人あたり）

令和元年度末・平成３０年度末の現在高を、それぞれ令和２年３月３１日現在・平成３

１年３月３１日現在の人口で割ったものです。

※ 項目ごとに端数処理をしているため、内訳と合計が一致しない場合があります。

(3) 年度末現在高（１世帯あたり）

令和元年度末・平成３０年度末の現在高を、それぞれ令和２年３月３１日現在・平成３

１年３月３１日現在の世帯数で割ったものです。

※ 項目ごとに端数処理をしているため、内訳と合計が一致しない場合があります。

区 分
令和元年度末

現 在 高

平成３０年度末

現 在 高

比 較

増 減 高
増減率

（％）

土地（㎡） 1,999,180 1,998,476 704 0.0

建物（㎡） 48,888 50,065 △1,177 △2.4

基金（円） 2,514,499,685 2,703,830,685 △189,331,000 △7.0

出資金（円） 140,929,316 140,929,316 0 0.0

自動車（台） 48 47 1 2.1

消防自動車（台） 6 6 0 0.0

区 分
令和元年度末

現 在 高

平成３０年度末

現 在 高

比 較

増 減 高
増減率

（％）

土地（㎡） 92.10 93.08 △0.98 △1.1

建物（㎡） 2.25 2.33 △0.08 △3.4

基金（円） 115,844 125,929 △10,085 △8.0

出資金（円） 6,493 6,564 △71 △1.1

区 分
令和元年度末

現 在 高

平成３０年度末

現 在 高

比 較

増 減 高
増減率

（％）

土地（㎡） 242.65 247.86 △5.21 △2.1

建物（㎡） 5.93 6.21 △0.28 △4.5

基金（円） 305,195 335,338 △30,143 △9.0

出資金（円） 17,105 17,479 △374 △2.1
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(4) 主な財産の増減内訳

※ 運用益の積立て：基金を運用する預金の利子等の運用益を積み立てるもの

増 減 高 備 考

土 地（㎡） 704.25

駒寄第３学童駐車場用地 693.22 用地買収による増

国土調査による成果 11.03

建 物（㎡） △1,176.80

吉岡中学校東校舎 462.23 増築による増

吉岡町第３保育園 △716.25 解体による減

駒寄地区児童屋内体育施設 △922.78 解体による減

基 金（円） △189,331,000

財政調整基金 △164,022,000

前年度決算剰余金の積立て ＋15,384,000

運用益の積立て ＋594,000

財源不足による取崩し △180,000,000

減債基金 2,000 運用益の積立て ＋2,000

渇水対策施設維持管理基金 △10,388,000
運用益の積立て ＋12,000

渇水対策施設維持管理経費財源の取崩し △10,400,000

教育文化振興基金 21,000

運用益の積立て ＋21,000

図書館図書購入費に対する寄附金の積立て ＋1,000,000

図書館図書購入財源の取崩し △1,000,000

地域福祉基金 31,000 運用益の積立て ＋31,000

土地開発基金 11,000 運用益の積立て ＋11,000

森林経営管理基金 1,014,000 森林環境譲与税分の積立て ＋1,014,000

国民健康保険基金 △16,000,000 財源不足による取崩し △16,000,000
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(5) 基金残高

（単位：円）

※ 財政調整基金：年度間の財源の不均衡を調整するための基金で、長期的視野に立った計画

的な財政運営を行うために、財源に余裕のある年度に積立てを行い、財源不足が生じる年度

に活用するもの。

※ 減債基金：地方債の償還を計画的に行うための資金を積み立てる目的で設けられる基金。

※ その他特定目的基金：財政調整基金、減債基金の目的以外の特定の目的のために財産を維

持し、資金を積み立てるために設置される基金。

※ 定額運用基金：定額の資金を運用するために設けられる資金又は財産。

※ 渇水対策施設維持管理基金：上越新幹線榛名トンネルの掘削に伴う渇水対策として整備さ

れた施設の維持管理費用に充てるため、ＪＲからの補償金を原資として設置された基金。

※ 教育文化振興基金：教育及び文化の振興を図るための経費に充てるため設置された基金。

※ 地域福祉基金：高齢者の保健福祉の向上を図るための経費に充てるため設置された基金。

※ 森林経営管理基金：森林整備等を図るための経費に充てるため、森林環境譲与税を原資と

して設置された基金。

区 分
平成３０年度末

現 在 高

令和元年度中増減額
令和元年度末

現 在 高
令和元年度中

積 立 等 額

令和元年度中

取 崩 額

一 般 会 計 2,532,830,685 18,069,000 191,400,000 2,359,499,685

財政調整基金 2,305,860,685 15,978,000 180,000,000 2,141,838,685

減債基金 32,419,000 2,000 0 32,421,000

その他特定目的基金 174,255,000 2,078,000 11,400,000 164,933,000

渇水対策施設維持管理基金 86,412,000 12,000 10,400,000 76,024,000

教育文化振興基金 36,271,000 1,021,000 1,000,000 36,292,000

地域福祉基金 51,572,000 31,000 0 51,603,000

森林経営管理基金 0 1,014,000 0 1,014,000

定額運用基金 20,296,000 11,000 0 20,307,000

土地開発基金 18,796,000 11,000 0 18,807,000

収入印紙等購買基金 1,500,000 0 0 1,500,000

国民健康保険事業特別会計 117,734,000 0 16,000,000 101,734,000

国民健康保険基金 117,734,000 0 16,000,000 101,734,000

介護保険事業特別会計 53,266,000 0 0 53,266,000

介護給付費準備基金 53,266,000 0 0 53,266,000

計 2,703,830,685 18,069,000 207,400,000 2,514,499,685
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(6) 基金残高（町民１人あたり）

平成３０年度末現在高は、平成３０年度末の現在高を平成３１年３月３１日現在の人口

で割ったものです。

令和元年度中増減額、令和元年度末現在高は、令和元年度中の増減額、令和元年度末の

現在高を、それぞれ令和２年３月３１日現在の人口で割ったものです。

（単位：円）

※ 項目ごとに端数処理をしているため、内訳と合計が一致しない場合があります。

区 分
平成３０年度末

現 在 高

令和元年度中増減額
令和元年度末

現 在 高
令和元年度中

積 立 等 額

令和元年度中

取 崩 額

一 般 会 計 117,965 832 8,818 108,703

財政調整基金 107,394 736 8,293 98,675

減債基金 1,510 0 0 1,494

その他特定目的基金 8,116 96 525 7,598

渇水対策施設維持管理基金 4,025 1 479 3,502

教育文化振興基金 1,689 47 46 1,672

地域福祉基金 2,402 1 0 2,377

森林経営管理基金 0 47 0 47

定額運用基金 945 1 0 936

土地開発基金 875 1 0 866

収入印紙等購買基金 70 0 0 69

国民健康保険事業特別会計 5,483 0 737 4,687

国民健康保険基金 5,483 0 737 4,687

介護保険事業特別会計 2,481 0 0 2,454

介護給付費準備基金 2,481 0 0 2,454

計 125,929 832 9,555 115,844
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(7) 基金残高（１世帯あたり）

平成３０年度末現在高は、平成３０年度末現在の基金残高を平成３１年３月３１日現在

の世帯数で割ったものです。

令和元年度中増減額・令和元年度末現在高は、令和元年度中の増減額・令和元年度末現

在の基金残高を、それぞれ令和２年３月３１日現在の世帯数で割ったものです。

（単位：円）

※ 項目ごとに端数処理をしているため、内訳と合計が一致しない場合があります。

区 分
平成３０年度末

現 在 高

令和元年度中増減額
令和元年度末

現 在 高
令和元年度中

積 立 等 額

令和元年度中

取 崩 額

一 般 会 計 314,130 2,193 23,231 286,382

財政調整基金 285,980 1,939 21,847 259,963

減債基金 4,021 0 0 3,935

その他特定目的基金 21,612 252 1,384 20,019

渇水対策施設維持管理基金 10,717 1 1,262 9,227

教育文化振興基金 4,498 124 121 4,405

地域福祉基金 6,396 4 0 6,263

森林経営管理基金 0 123 0 123

定額運用基金 2,517 1 0 2,465

土地開発基金 2,331 1 0 2,283

収入印紙等購買基金 186 0 0 182

国民健康保険事業特別会計 14,602 0 1,942 12,348

国民健康保険基金 14,602 0 1,942 12,348

介護保険事業特別会計 6,606 0 0 6,465

介護給付費準備基金 6,606 0 0 6,465

計 335,338 2,193 25,173 305,195
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(8) 基金残高の推移

（単位：千円）

※ 項目ごとに端数処理をしているため、内訳と合計が一致しない場合があります。

区 分 H22 年度末 H23 年度末 H24 年度末 H25 年度末 H26 年度末 H27 年度末 H28 年度末 H29 年度末 H30 年度末 R 元年度末

一 般 会 計 2,922,089 3,062,785 3,299,386 3,552,420 3,672,533 3,697,001 3,330,843 2,660,601 2,532,831 2,359,500

財政調整基金 2,064,756 2,288,490 2,544,657 2,812,254 2,959,496 2,991,739 2,622,098 2,391,987 2,305,861 2,141,839

減債基金 434,900 437,122 439,358 440,984 442,248 443,467 444,260 32,417 32,419 32,421

その他特定目的基金 403,919 318,601 296,757 279,026 250,595 241,565 244,227 215,919 174,255 164,933

渇水対策施設維持管理基金 299,038 215,395 192,319 170,855 145,412 136,484 120,990 112,570 86,412 76,024

教育文化振興基金 54,090 52,253 53,369 56,986 53,892 53,691 70,769 51,825 36,271 36,292

地域福祉基金 50,791 50,953 51,069 51,185 51,291 51,390 52,468 51,524 51,572 51,603

森林経営管理基金 1,014

定額運用基金 18,514 18,572 18,614 20,156 20,194 20,230 20,258 20,278 20,296 20,307

土地開発基金 18,514 18,572 18,614 18,656 18,694 18,730 18,758 18,778 18,796 18,807

収入印紙等購買基金 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500

国民健康保険事業特別会計 72,969 74,971 78,000 78,000 106,117 106,117 106,117 106,117 117,734 101,734

国民健康保険基金 72,969 74,971 78,000 78,000 106,117 106,117 106,117 106,117 117,734 101,734

介護保険事業特別会計 31,555 17,912 19,342 15,625 0 9,573 18,866 34,666 53,266 53,266

介護給付費準備基金 31,323 17,912 19,342 15,625 0 9,573 18,866 34,666 53,266 53,266

介護従事者処遇改善臨時特例基金 231

計 3,026,613 3,155,668 3,396,728 3,646,045 3,778,650 3,812,691 3,455,826 2,801,384 2,703,831 2,514,500
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４．町債の状況

(1) 一般会計現在高

（単位：円）

区 分
平成３０年度末

現 在 高

令和元年度中増減額
令和元年度末

現 在 高
令和元年度中

起 債 額

令和元年度中

償 還 額

１ 建設地方債 1,652,769,780 353,600,000 176,596,955 1,829,772,825

(1)総務債 27,620,000 0 1,240,000 26,380,000

役場庁舎非常用発電機設置事業[H30] 23,900,000 0 0 23,900,000

地方公共団体情報セキュリティ強化対策事業[H28

（H27 繰越）]
3,720,000 0 1,240,000 2,480,000

(2)民生債 10,900,000 26,500,000 0 37,400,000

地域福祉交流拠点施設整備事業債[H29（H28 繰越）] 10,900,000 0 0 10,900,000

第三保育園解体事業[R1] 0 26,500,000 0 26,500,000

(3)衛生債 142,284,806 0 15,102,639 127,182,167

一般会計出資債（上水道事業）[H5～H17] 130,349,392 0 12,149,988 118,199,404

保健センター建設事業[H14] 11,935,414 0 2,952,651 8,982,763

(4)農林水産業債 5,100,000 21,500,000 2,550,000 24,050,000

林道改良事業[H22（H21 繰越）] 5,100,000 0 2,550,000 2,550,000

林道新設事業[R1] 0 21,500,000 0 21,500,000

(5)土木債 746,648,357 67,800,000 103,651,722 710,796,635

臨時地方道整備事業[H10～H18] 87,386,357 0 26,473,722 60,912,635
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（単位：円）

区 分
平成３０年度末

現 在 高

令和元年度中増減額
令和元年度末

現 在 高
令和元年度中

起 債 額

令和元年度中

償 還 額

上野田公園整備事業[H16～H17] 5,116,000 0 4,016,000 1,100,000

まちづくり交付金事業[H17～H21] 363,846,000 0 72,582,000 291,264,000

南下城山防災公園整備事業[H27～H30] 284,500,000 0 0 284,500,000

町営住宅下野田団地解体事業[H30] 5,800,000 0 580,000 5,220,000

道路改良事業[R1] 0 21,500,000 0 21,500,000

橋梁長寿命化事業[R1] 0 5,300,000 0 5,300,000

駒寄スマート IC 大型車対応化事業[R1] 0 19,900,000 0 19,900,000

道路長寿命化事業[R1] 0 21,100,000 0 21,100,000

(6)消防債 36,540,000 44,300,000 3,210,000 77,630,000

第１分団詰所建設事業[H24] 10,840,000 0 2,710,000 8,130,000

消防団無線デジタル化事業[H27] 3,500,000 0 500,000 3,000,000

防災無線デジタル化事業[H29～R1] 18,200,000 42,200,000 0 60,400,000

J-ALERT 自動起動機更新事業[R1] 0 2,100,000 0 2,100,000

J-ALERT 新型受信機設置事業[H30] 4,000,000 0 0 4,000,000

(7)教育債 683,676,617 193,500,000 50,842,594 826,334,023

駒寄小学校プール建設事業[H14] 12,526,034 0 3,098,762 9,427,272

駒寄小学校校舎建設事業[H15] 187,748,369 0 17,215,305 170,533,064

駒寄小学校校舎大規模改造事業[H16] 26,906,000 0 2,446,000 24,460,000
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（単位：円）

区 分
平成３０年度末

現 在 高

令和元年度中増減額
令和元年度末

現 在 高
令和元年度中

起 債 額

令和元年度中

償 還 額

明治小学校冷暖房改修事業[H17] 7,000,000 0 600,000 6,400,000

吉岡中学校体育館改築事業[H22] 94,971,338 0 13,085,258 81,886,080

明治小学校耐震改修事業[H23] 10,531,493 0 3,492,981 7,038,512

吉岡中学校北校舎エレベーター設置事業[H25（H24 繰

越）]
13,730,000 0 2,740,000 10,990,000

吉岡中学校南校舎防音改造事業[H25] 11,463,383 0 2,274,390 9,188,993

社会体育館改修事業[H27] 78,000,000 0 4,580,000 73,420,000

駒寄小学校トイレ改修事業[H28（H27 繰越）] 30,400,000 0 0 30,400,000

明治小学校校舎増築事業[H28] 84,500,000 0 0 84,500,000

明小職員室改修事業[H30] 12,100,000 0 0 12,100,000

町民プール解体事業[H30] 7,400,000 0 740,000 6,660,000

駒小体育館用地取得事業[H30] 19,200,000 0 0 19,200,000

駒小体育館改築事業[H30～R1] 45,500,000 92,500,000 0 138,000,000

吉中校舎増築事業[H30～R1] 36,000,000 98,100,000 0 134,100,000

吉中ブロック塀改修事業[H30] 5,700,000 0 569,898 5,130,102

明小給水管更新事業[R1] 0 1,400,000 0 1,400,000

吉中特別教室改修事業[R1] 0 1,500,000 0 1,500,000
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（単位：円）

区 分
平成３０年度末

現 在 高

令和元年度中増減額
令和元年度末

現 在 高
令和元年度中

起 債 額

令和元年度中

償 還 額

２ 財源対策のための地方債 2,819,733,255 244,500,000 271,412,634 2,792,820,621

(1)減税補てん債[H11～H18] 46,175,948 0 10,696,761 35,479,187

(2)臨時財政対策債[H13～R1] 2,773,557,307 244,500,000 260,715,873 2,757,341,434

計 4,472,503,035 598,100,000 448,009,589 4,622,593,446
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(2) 会計別現在高

（単位：円）

※ 建設地方債：地方財政法で通常認められている地方債で、学校等の建物のほか、道路・橋

りょう・公園等の建設事業のための借入金です。

※ 財源対策のための地方債：特別法等で財源不足を補うために特別に認められている地方債

で、「臨時財政対策債」、「減税補てん債」、「臨時税収補てん債」が含まれます。

※ 臨時財政対策債：地方交付税が国の予算不足により満額交付されないため、財源不足額を

補てんするために平成１３年度から地方自治体で借り入れているもの。後年度の元利償還金

（借入金返済金）は、地方交付税で１００％措置されます。

※ 減税補てん債：平成６年度～平成１８年度の税制改正による地方税の減収額を補てんする

ために借り入れたもの。

※ 臨時税収補てん債：地方消費税の創設時に、導入初年度は通年分が収入できないため、その

税収を補てんするために平成９年度に借り入れたもの。

区 分
平成３０年度末

現 在 高

令和元年度中増減額
令和元年度末

現 在 高
令和元年度中

起 債 額

令和元年度中

償 還 額

一般会計 4,472,503,035 598,100,000 448,009,589 4,622,593,446

建設地方債 1,652,769,780 353,600,000 176,596,955 1,829,772,825

財源対策のための地方債 2,819,733,255 244,500,000 271,412,634 2,792,820,621

特別会計 2,572,583,074 101,500,000 214,101,647 2,459,981,427

公共下水道事業 1,629,230,647 93,600,000 141,704,104 1,581,126,543

農業集落排水事業 943,352,427 7,900,000 72,397,543 878,854,884

水道事業会計 1,070,983,331 0 73,623,073 997,360,258

計 8,116,069,440 699,600,000 735,734,309 8,079,935,131
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(3) 会計別現在高（町民１人あたり）

平成３０年度末現在高は、平成３０年度末現在の町債残高を平成３１年３月３１日現在

の人口で割ったものです。

令和元年度中増減額・令和元年度末現在高は、令和元年度中増減額・令和元年度末現在

の町債残高を、それぞれ令和２年３月３１日現在の人口で割ったものです。

（単位：円）

※ 項目ごとに端数処理をしているため、内訳と合計が一致しない場合があります。

区 分
平成３０年度末

現 在 高

令和元年度中増減額
令和元年度末

現 在 高
令和元年度中

起 債 額

令和元年度中

償 還 額

一般会計 208,304 27,555 20,640 212,964

建設地方債 76,977 16,290 8,136 84,298

財源対策のための地方債 131,328 11,264 12,504 128,666

特別会計 119,817 4,676 9,864 113,332

公共下水道事業 75,881 4,312 6,528 72,843

農業集落排水事業 43,936 364 3,335 40,489

水道事業会計 49,880 0 3,392 45,949

計 378,001 32,231 33,895 372,244
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(4) 会計別現在高（１世帯あたり）

平成３０年度末現在高は、平成３０年度末現在の町債残高を平成３１年３月３１日現在

の世帯数で割ったものです。

令和元年度中増減額・令和元年度末現在高は、令和元年度中増減額・令和元年度末現在

の町債残高を、それぞれ令和２年３月３１日現在の世帯数で割ったものです。

（単位：円）

※ 項目ごとに端数処理をしているため、内訳と合計が一致しない場合があります。

区 分
平成３０年度末

現 在 高

令和元年度中増減額
令和元年度末

現 在 高
令和元年度中

起 債 額

令和元年度中

償 還 額

一般会計 554,695 72,594 54,377 561,062

建設地方債 204,982 42,918 21,434 222,087

財源対策のための地方債 349,713 29,676 32,942 338,976

特別会計 319,060 12,319 25,986 298,578

公共下水道事業 202,063 11,361 17,199 191,908

農業集落排水事業 116,998 959 8,787 106,670

水道事業会計 132,827 0 8,936 121,054

計 1,006,582 84,913 89,299 980,694
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(5) 町債残高の推移

（単位：千円）

区 分 H22 年度末 H23 年度末 H24 年度末 H25 年度末 H26 年度末 H27 年度末 H28 年度末 H29 年度末 H30 年度末 R 元年度末

一 般 会 計 5,190,931 5,224,769 5,229,477 5,196,334 5,053,281 5,014,888 4,923,727 4,350,041 4,472,503 4,622,593

建設地方債 2,685,906 2,501,629 2,330,591 2,143,503 1,889,494 1,773,330 1,684,478 1,543,836 1,652,769 1,829,772

臨時財政特例債 168

調整債 211

減税補てん債 231,170 200,912 170,239 139,179 107,669 92,628 77,331 61,833 46,177 35,480

臨時税収補てん債 28,089 24,312 20,459 16,529 12,518 8,428 4,256 0 0 0

臨時財政対策債 2,245,387 2,497,916 2,708,188 2,897,123 3,043,600 3,140,502 3,157,662 2,744,372 2,773,557 2,757,341

特 別 会 計 3,920,776 3,755,524 3,641,514 3,467,388 3,273,460 3,047,766 2,835,222 2,672,525 2,572,583 2,459,982

公共下水道事業 2,518,652 2,383,764 2,318,913 2,197,018 2,065,946 1,906,484 1,761,486 1,660,143 1,629,231 1,581,127

農業集落排水事業 1,389,808 1,363,468 1,315,656 1,264,843 1,203,484 1,138,830 1,072,542 1,011,772 943,352 878,855

住宅新築資金等貸付事業 12,316 8,292 6,945 5,527 4,030 2,452 1,194 610 0 0

水道事業会計 1,616,838 1,559,760 1,501,095 1,436,759 1,369,423 1,295,593 1,220,229 1,142,747 1,070,983 997,360

計 10,728,54510,540,05310,372,08610,100,481 9,696,164 9,358,247 8,979,178 8,165,313 8,116,069 8,079,935
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(6) 公債費の推移

（単位：千円）

区 分 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R 元年度

一 般 会 計 412,349 442,590 439,938 506,966 550,543 554,814 566,501 986,508 492,844 481,633

建設地方債 253,385 264,008 239,329 276,244 287,798 281,303 267,270 249,338 217,491 196,113

臨時財政特例債 241 174

調整債 467 218

減税補てん債 33,226 33,227 33,172 33,151 33,050 16,116 16,019 15,969 15,969 10,872

臨時税収補てん債 4,321 4,320 4,320 4,320 4,321 4,320 4,320 4,320 0 0

臨時財政対策債 120,709 140,643 163,117 193,251 225,374 253,075 278,892 716,881 259,384 274,648

うち繰上償還分 416,520

特 別 会 計 308,738 304,849 297,628 302,927 314,135 312,485 306,760 296,151 274,615 265,506

公共下水道事業 222,245 222,616 216,303 219,846 221,891 218,512 213,184 203,304 181,027 172,339

うち繰上償還分

農業集落排水事業 76,729 77,637 79,570 81,326 90,489 92,218 92,219 92,218 92,958 93,167

住宅新築資金等貸付事業 9,764 4,596 1,755 1,755 1,755 1,755 1,357 629 630 0

計 721,087 747,439 737,566 809,893 864,678 867,299 873,261 1,282,659 767,459 747,139
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５．主要事業一覧表

（款）２ 総務費 （項）１ 総務管理費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

１一般管理費

継
続

組織機構
改革業務

13,083,248 円
（14,241 千円）

11 需用費

59P 適正かつ効率的･効果的な行政サービスの展開
に向け新たな業務体制構築への検討を行った結
果、「簡素・スリム」な行政運営に加え、「柔軟か
つ強靱な行政経営」を推進するため窓口事務の統
合化による庁内スペースの有効活用を基本方針に
11 課局 20 室に再編、42 の係を新たに設置した。

その他窓口案内・誘導環境の整備として総合案
内の設置、課毎にサイン及びカウンターの色別化、
窓口カウンター形状を改修するとともに関係課を
対面・隣接配置した。また、快適・円滑な手続き
環境の整備としてローカウンターの設置、番号発
券機（受付番号表示パネル）の設置を行った。

総務政策課
（政策室）

町民
行政

・消耗品費（組織機構改革） 984,796

13 委託料

・組織機構改革支援業務委託 1,705,000

15 工事請負費

61P
・庁舎改修工事（組織機構改革） 3,504,270

18 備品購入費

・庁用器具（組織機構改革） 6,889,182

○ 一般財源 13,083,248 ―

継
続

自治会事務委託
39,240,000 円
（39,240 千円）

13 委託料
59P

広報誌、行政連絡文書の配布・回覧等を委託し、
住民サービスの充実及び町政の能率的かつ円滑な
運営が図られた。

町民生活課
(町民サービス室)

町民
行政

・自治会事務委託料 39,240,000

〇 一般財源 39,240,000 ―



３
２
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９
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（款）２ 総務費 （項）１ 総務管理費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

１一般管理費
継
続

自治会活動
支援事業
8,642,750 円
（8,683 千円）

8 報償費
57P

より良い地域づくりを目指すことを目的として
自治会活動の全般にわたり助成を行った。地域づ
くりの拠点となる集会施設の修理費用や維持管理
の一部を助成し、地域住民の福祉の向上を図った。
各自治会において、地域づくり振興事業として｢ふ
れあい交流会｣、｢夏祭り｣等自主的な取組による地
域に根差した活動の支援をした。集会施設等整備
事業としては、大久保寺上自治会の広場舗装、遊

具設置工事の実績に対し補助金を交付した。

町民生活課
(町民サービス室)

町民
行政

・講師謝礼 20,000

14 使用料及び賃借料
59P

・住民広場借地料 1,212,750

19 負担金、補助及び交付金

61P

・自治会振興助成金 2,600,000

・自治会連合会活動補助金 100,000

・地域づくり振興事業補助金 1,290,000

・集会施設地代助成事業補助金 120,000

・集会施設等整備事業補助金 700,000

・魅力あるコミュニティ助成事業
助成金

2,000,000

・集会施設維持管理における交付 600,000

金

21 諸収入

45P・魅力あるコミュニティ助成事業
助成金

2,000,000

〇 一般財源 6,642,750 ―



３
３
/
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（款）２ 総務費 （項）１ 総務管理費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

６企画費
新
規

プレミアム
商品券事業
15,468,481 円
（23,447 千円）

3 職員手当等

65P

消費税率・地方消費税率の引き上げに伴い、低所
得者及び子育て世帯の消費に与える影響を緩和す
るとともに、地域における消費を喚起するためにプ
レミアム付商品券の販売を行った。

また、一部委託料を令和 2 年度に繰り越した。
なお、国庫支出金の精算は令和 2 年度に行う予定。

・購入引換券交付：1,796 人
・購入限度額：1 セット（500 円券×10 枚）4,000
円で 5 セットまで
・プレミアム率：25％
・商品券購入冊数：6,711 冊
・販売期間：令和元年 10 月 1 日～令和 2 年 2 月 28 日

・使用期間：令和元年 10 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日

産業建設課
（産業振興室）

健康
福祉

産業
雇用

・時間外手当（プレミアム商 858,229

品券）

4 共済費

・社会保険料（プレミアム商 152,927

品券）

7 賃金

・臨時賃金（プレミアム商品 1,067,175

券）

11 需用費

・消耗品費（プレミアム商品 62,816

券）

12 役務費

67P

・郵便料(プレミアム商品券) 677,727

13 委託料

・プレミアム商品券事業委託 10,471,190

料

・電算業務委託料（プレミア 2,178,417

ム商品券）（繰越明許）

15 国庫支出金

25P

・プレミアム商品券事務費 7,316,381

補助金

・プレミアム商品券事業費 6,247,900

補助金

・プレミアム商品券事務費 1,462,000

補助金（繰越明許）
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（款）２ 総務費 （項）１ 総務管理費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

６企画費

継
続

男女共同
参画事業
289,305 円
（326 千円）

11 需用費
65P

平成 30 年度に策定した吉岡町男女共同参画基
本計画をもとに、男女共同参画社会の推進のた
め、「パパと子の料理教室」を開催した。また、
町職員向けに、男女共同参画の意識を浸透させる
ことを目的として「令和元年度 吉岡町男女共同
参画職員研修」を開催した。

町民生活課
(町民サービス室)

町民
行政

・消耗品費（男女共同参画） 4,950

・食糧費（男女共同参画） 20,355

67P13 委託料

・男女共同参画講座委託料 264,000

〇 一般財源 289,305 ―

継
続

ふるさと納税
推進事業
1,839,166 円
（2,710 千円）

11 需用費
65P

ふるさと納税事務全般を、全国でサイトを運営
している業者に引き続き業務委託することで、イ
ンターネット申込みやクレジット決済等により
寄附者の利便性を高め、また、新たな町内の返礼
品提供業者の発掘により返礼品の充実を図るな
ど、町の魅力をアピールし、さらなる自主財源の
確保を図った。

財務課
（財政室）

町民
行政

・返礼品(ふるさと納税) 892,628

・印刷製本費(ふるさと納税) 20,790

67P

12 役務費

・郵便料(ふるさと納税) 66,016

・返礼品配送料(ふるさと納税) 275,380

・広告料(ふるさと納税) 99,000

・公金決済手数料 (ふるさと納税) 44,218

13 委託料

・ふるさと納税一括代行業務 412,207

委託

14 使用料及び賃借料

・ふるさとチョイス利用料 28,927

(ふるさと納税)

○ 一般財源 1,839,166 ―
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（款）２ 総務費 （項）１ 総務管理費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

６企画費

新
規

第 2 期総合戦略
策定業務
110,100 円
（371 千円）

8 報償費

65P

まち・ひと・しごと創生法に基づき、令和 2 年
度から令和 6年度までの 5年間を計画期間とする
第 2 期総合戦略を策定。

吉岡町の地域の実情及び人口の現状分析によ
り課題を明確にし今後目指すべき将来の方向性
と人口の将来展望を提示する人口ビジョンを踏
まえ、将来の目標や主な施策・事業の計画を策定
した。

総務政策課
（政策室）

町民
行政

・謝礼（企画費） 104,400

9 旅費

・普通旅費（企画費） 1,200

11 需用費
67P

・食糧費（企画費） 4,500

○ 一般財源 110,100 ―

新
規

地球温暖化対策
実行計画
策定業務
1,650,000 円
（1,870 千円）

13 委託料

67P 「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づ
き、町の事務事業により排出される温室効果ガス
の削減を図るとともに、町の取組みを示すことで
町民等の自主的な温室効果ガスの排出削減を促
し、削減目標や行動を示すことで、地球温暖化防
止対策を総合的かつ計画的に推進することを目
的として策定した。

総務政策課
（政策室）

自然
環境

・地球温暖化対策実行計画策定 1,650,000

業務委託料

○ 一般財源 1,650,000 ―

継
続

イメージアップ
事業

96,538 円
（100 千円）
総合戦略

8 報償費

65P
町のフォトコンテストの開催は今回で 4 回目。

ラジオ、広報、ホームページ等で周知活動をし、
応募数は 18 点であった。町の魅力を再発見する
とともに、広報やホームページにて町の魅力を広
く内外に発信した。

総務政策課
（政策室）

町民
行政

・謝礼（企画費） 35,200

・イメージアップ事業記念品 60,838

（企画費）

11 需用費
67P

・食糧費（企画費） 500

○ 一般財源 96,538 ―
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（款）２ 総務費 （項）１ 総務管理費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

６企画費

継
続

相乗り推奨
タクシー運賃等
助成事業
509,480 円
（800 千円）
総合戦略

11 需用費

67P

交通不便地区・空白地区の解消に向けた取組み
として、交通弱者がタクシーを利用した際に支払
う運賃等の一部を助成することにより、タクシー
を活用した外出機会の創出を図り、もって日常生
活の利便性の向上に資することを目的として、実
証実験を行っていたが、当該事業が本地域の移動
手段に適した公共交通システムと位置づけ、平成
30 年度から本格実施した。

総務政策課
（政策室）

安全
便利

・印刷製本費（交通対策事業 87,480

用）

13 委託料

・相乗り推奨タクシー運賃等 422,000

助成事業委託料

○ 一般財源 509,480 ―

継
続

高校生等
通学支援事業
1,104,000 円
（1,500 千円）
総合戦略

19 負担金、補助及び交付金
67P 公共交通の利用促進と高校生等を持つ世帯の

経済的負担を軽減するために、通学定期に対する
補助事業を実施した。5,000円/月以上で1,000円、
10,000 円/月以上で 2,000 円の補助を行い、多く
の利用をいただいた。

総務政策課
（政策室）

安全
便利

・高校生等通学支援事業補助金 1,104,000

○ 一般財源 1,104,000 ―

継
続

ふるさと祭り
2,324,713 円
（2,326 千円）

11 需用費
65P

誰もが気軽に参加でき、楽しみながら親交を深
め合い、明るく心豊かな町づくりに寄与すること
を目的とし、令和元年 10 月 13 日(日)に役場北駐
車場にてふるさと祭りを実施予定であったが、令
和元年 10 月 12 日（土）に上陸した令和元年東日
本台風の影響により、中止となった。

町民生活課
（生活環境室）

町民
行政

・消耗品費（ふるさと祭り） 796,546

・食糧費（ふるさと祭り） 75,688

67P
・印刷製本費（ふるさと祭り） 180,079

13 委託料

・業務委託料（ふるさと祭り） 1,012,400

19 負担金、補助及び交付金
69P

・ふるさと祭り交付金 260,000

○ 一般財源 2,324,713 ―



３
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（款）２ 総務費 （項）１ 総務管理費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

８諸費

継
続

防犯カメラ
設置事業
1,622,249 円
(1,677 千円)
総合戦略

11 需用費

69P
住民の安心・安全、児童・生徒の通学路の安全

確保、町有施設の安全管理を目的として、防犯カ
メラを 4 台設置した。

町民生活課
（生活環境室）

安全
便利

・防犯カメラ電気料 104,863

・防犯カメラ修繕料 15,336

15 工事請負費

・防犯カメラ設置工事 1,502,050

○ 一般財源 1,622,249 ―

継
続

放課後児童
見守り

パトロール事業
2,138,400 円
(2,309 千円)
総合戦略

13 委託料

69P
子育て世代が安心して育児に取り組める環境

の整備を目的として、放課後児童見守りパトロー
ルを実施した。見守りパトロールの内容は、公益
社団法人吉岡町シルバー人材センターに委託し、
町の青色回転灯装備車両を使用し、児童の下校時
間に合わせて午後 2 時 30 分から午後 7 時 30 分の
パトロールを 233 日実施した。

町民生活課
（生活環境室）

安全
便利

・放課後児童見守りパトロール 2,138,400

委託

○ 一般財源 2,138,400 ―

10 交通対策

費

継
続

道路交通安全
施設整備事業
4,958,663 円
（5,000 千円）

15 工事請負費
71P

道路反射鏡(19 箇所)、区画線(2,495.2 m)の整
備と赤灯撤去工事(1 箇所)を行い、交通安全の向
上を図った。

町民生活課
（生活環境室）

安全
便利

・道路交通安全施設工事 4,958,663

12 交通安全対策特別交付金
19P

・交通安全対策特別交付金 3,667,000

○ 一般財源 1,291,663 ―
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（款）２ 総務費 （項）４ 選挙費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

２県知事選挙

費

新
規

県知事選挙費
5,318,175 円
(5,325 千円)

1 報酬

79P
群馬県知事選挙に係る選挙事務
【実績】
当日有権者数 16,996 人
投票者数 8,542 人
投票率 50.26％

総務政策課
(庶務行政室)

町民
行政

・投票管理者 75,566

・開票管理者 3,600

・開票立会人 26,700

・投票立会人 157,600

3 職員手当等

・投開票事務従事者手当 1,580,775

8 報償費

・ポスター掲示場設置謝礼 20,898

11 需用費

・選挙事務用品 123,944

・食糧費 143,060

・印刷製本費 91,540

・修繕料 212,730

12 役務費

・郵便料 244,958

・臨時電話料 33,988

13 委託料

・ポスター掲示場設置撤去委託 437,076

・投開票施設設置撤去委託 394,200

・選挙事務電算委託 551,340

14 使用料及び賃借料

・投票所借上料 25,000

18 備品購入費

・選挙用備品 1,195,200

16 県支出金
37P

・県知事選挙費 5,318,175



３
９
/
９
０

（款）２ 総務費 （項）４ 選挙費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

３県議会議員

選挙費

継
続

県議会議員
選挙費

7,100,625 円
(7,107 千円)

1 報酬

79P

群馬県議会議員選挙に係る選挙事務
【実績】
当日有権者数 16,888 人
投票者数 8,891 人
投票率 52.65％

総務政策課
(庶務行政室)

町民
行政

・投票管理者 139,650

・開票管理者 10,600

・開票立会人 26,400

・投票立会人 323,300

3 職員手当等

・投開票事務従事者手当 3,210,552

8 報償費

・ポスター掲示場設置謝礼 41,796

11 需用費

・選挙事務用品 103,151

・食糧費 204,726

12 役務費

・郵便料 472,960

・臨時電話料 72,370

13 委託料

・ポスター掲示場設置撤去委託 430,920

・投開票施設設置撤去委託 594,000

・選挙事務電算委託 908,280

14 使用料及び賃借料

81P

・著作権使用料 21,600

・投票所借上料 50,000

18 備品購入費

・選挙用備品 490,320

16 県支出金
37P

・県議会議員選挙費 6,482,755

〇 一般財源 617,870 ―



４
０
/
９
０

（款）２ 総務費 （項）４ 選挙費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

４町長・町議

会議員選挙費

新
規

町長・町議会
議員選挙費
5,117,663 円
(5,122 千円)

1 報酬

81P
吉岡町長及び吉岡町議会議員選挙に係る選挙事
務
【実績】
両選挙共に無投票。

総務政策課
(庶務行政室)

町民
行政

・選挙長 10,600

・選挙立会人 88,000

8 報償費

・ポスター掲示場設置謝礼 43,653

11 需用費

・選挙事務用品 622,281

・食糧費 6,400

・印刷製本費 1,008,558

・修繕料 119,718

12 役務費

・郵便料 576,773

13 委託料

・ポスター掲示場設置撤去委託 1,846,800

・選挙事務電算委託 704,160

18 備品購入費

・選挙用備品 90,720

〇一般財源 5,117,663 ―



４
１
/
９
０

（款）２ 総務費 （項）４ 選挙費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

５参議院議員

選挙費

新
規

参議院議員
選挙費

7,719,405 円
(7,728 千円)

1 報酬

81P

参議院議員選挙に係る選挙事務
【実績】
(選挙区)
当日有権者数 17,169 人
投票者数 8,549 人
投票率 49.79％
(比例代表)
当日有権者数 17,169 人
投票者数 8,551 人
投票率 49.80％

総務政策課
(庶務行政室)

町民
行政

・投票管理者 151,134

・開票管理者 7,200

・開票立会人 62,300

・投票立会人 315,200

3 職員手当等

・投開票事務従事者手当 3,161,549

8 報償費

・ポスター掲示場設置謝礼 20,898

11 需用費

・選挙事務用品 123,945

・食糧費 143,059

・印刷製本費 99,100

・修繕料 445,530

12 役務費

・郵便料 253,886

・臨時電話料 33,988

13  委託料

・ポスター掲示場設置撤去委託 437,076

・投開票施設設置撤去委託 394,200

・選挙事務電算委託 551,340

14 使用料及び賃借料

・投票所借上料 25,000

18 備品購入費

・選挙用備品 1,494,000

16 県支出金
37P

・参議院議員選挙費 7,719,405



４
２
/
９
０

（款）３ 民生費 （項）１ 社会福祉費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

４老人福祉費

継
続

ねたきり老人等
介護慰労金事業
4,230,000 円
（4,500 千円）

20 扶助費
89P 在宅で介護している介護者の労をねぎらうた

め、年 1 回支給する。
・支給対象

1 年間継続して要介護状態で、入院入所が年間
100 日以内の方を介護している家族等。

【実績】
要介護 1・2 20,000 円 56 名
要介護 3 40,000 円 14 名
要介護 4 100,000 円 9 名
要介護 5 150,000 円 11 名

健康福祉課
（高齢福祉室）

健康
福祉

・介護慰労金 4,230,000

16 県支出金

33P・新・介護慰労金支給事業費 60,000

補助金（県単）

○ 一般財源 4,170,000 ―

継
続

敬老祝金品
支給事業
6,865,410 円
（7,102 千円）

8 報償費

87P 敬老の意を表するため、祝金を年1回支給する。

【実績】
80.85 歳 10,000 円 244 名

88.90.95.101 歳以上 20,000 円と祝品 172 名

100 歳 50,000 円と祝品   5 名

健康福祉課
（高齢福祉室）

健康
福祉

  ・敬老の日祝い品 667,484

11 需用費

  ・消耗品費 26,426

  ・食糧費 41,500

20 扶助費
89P

  ・敬老年金 6,130,000

○ 一般財源 6,865,410 ―



４
３
/
９
０

（款）３ 民生費 （項）１ 社会福祉費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

４老人福祉費

継
続

地域福祉交流
拠点施設事業
281,032 円
（342 千円）
総合戦略

11 需用費

87P

地域の誰もが気軽に利用可能な地域福祉交流
拠点施設として、認知症カフェを始めとした様々
な事業を展開することにより地域コミュニティ
の再生を図り、地域から疎遠となり本町を転出し
てしまう高齢者等の定住を促進する。

吉岡町社会福祉協議会のサポートのもと、ボラ
ンティアが主体となった運営を行い、関係機関と
連携し、地域の福祉拠点としての機能を充実させ
るとともに、ボランティアの育成を図る。

健康福祉課
（高齢福祉室）

健康
福祉

・消耗品費 15,425

（地域福祉交流拠点施設）

・電気料 103,234

（地域福祉交流拠点施設）

・上下水道料 105,624

（地域福祉交流拠点施設）

・修繕料 56,749

（地域福祉交流拠点施設）

○ 一般財源 281,032 ―

継
続

介護保険事業
特別会計繰出金
192,413,326 円
（205,088 千円）

28 繰出金
89P

介護保険事業特別会計への繰出金
健康福祉課

（高齢福祉室）
健康
福祉

  ・介護保険事業特別会計繰出金 192,413,326

15 国庫支出金

25P  ・低所得者介護保険料軽減負担金 3,679,200

（現年度分）

16 県支出金

31P・低所得者介護保険料軽減負担金 1,880,100

（現年度分）

19 繰入金
41P

・介護保険事業特別会計繰入金 478,000

○ 一般財源 186,376,026 ―



４
４
/
９
０

（款）３ 民生費 （項）１ 社会福祉費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

６障害者福祉

費

継
続

障害者自立
支援事業

296,955,646 円
(317,212 千円)

11 需用費

89P 障害を抱える方の日常生活及び社会生活を支
えるため、障害福祉サービス費、補装具費、障
害者医療費等の支給を行う。

【障害福祉サービス等事業実績(延件数)】
・居宅介護(276 件)
・同行援護(56 件)
・療養介護(36 件)
・生活介護(385 件)
・短期入所(78 件)
・施設入所支援(297 件)
・共同生活援助(197 件)
・自立訓練(68 件)
・就労移行支援(55 件)
・就労継続支援(454 件)
・サービス利用計画等(335 件)
・地域定着支援(32 件)

【補装具事業実績(延件数)】
・補装具(26 件)

【障害者医療費事業実績(実件数)】
・更生医療(3 件)
・育成医療(4 件)
・療養介護医療(3 件)

健康福祉課
（健康づくり室）

健康
福祉

・消耗品費 18,387
・印刷製本費 39,960

12 役務費
・自立支援医療費支払手数料 3,341
・障害福祉サービス費支払手数料 413,250
・育成医療審査手数料 6,540

13 委託料
・システム改修費 238,940

14 使用料及び賃借料
・障害システムリース料 627,840

18 備品購入費
・国保連保険者通信端末 138,240

19 負担金、補助及び交付金

91P

・居宅介護 20,701,330
・療養介護 9,262,010
・生活介護 85,274,864
・短期入所 7,775,753
・施設入所支援 36,373,999
・同行援護 3,179,318
・自立訓練 9,145,910
・就労移行支援 9,167,658
・就労継続支援 63,333,942
・共同生活援助 18,847,485
・計画相談支援費 5,677,641
・地域定着支援費 98,038

20 扶助費
・障害福祉サービス利用給付金 229,281
・更生医療給付 4,741,094
・育成医療給付 334,624
・補装具交付 2,359,453
・補装具修理 459,756
・療養介護医療費 2,510,161
・高額障害福祉サービス費等 199,713

給付費
23 償還金、利子及び割引料 93P・返納金 15,797,118
15 国庫支出金

23P・障害者自立支援給付費国庫負担 144,683,000
金

・障害者医療費国庫負担金 5,835,000
・障害者自立支援給付審査支払等 96,000 25Pシステム事業補助金

16 県支出金
29P・障害者自立支援給付費県負担金 72,341,500

・障害者医療費県負担金 2,917,500
・障害福祉サービス利用給付事業 171,000 33P補助金

○ 一般財源 70,911,646 ―



４
５
/
９
０

（款）３ 民生費 （項）１ 社会福祉費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

６障害者福祉

費

継
続

障害児支援事業
104,603,770 円
（129,546 千円）

13 委託料

89P

児童発達支援、放課後等デイサービス利用者に
対し、障害児通所支援費の支給を行う。

また、支援費の受給者に対し、どのようにサー
ビスを利用していくかの計画作成をし、定期的に
モニタリングを行い相談支援費を支給する。
・児童発達支援給付 延 150 人
・放課後等デイサービス 延 566 人
・高額障害児通所給付 延 4 人
・障害児相談支援給付 延 139 人

健康福祉課
（健康づくり室）

健康
福祉

・障害福祉システム改修費 385,000

（幼児教育無償化対応）

19 負担金、補助及び交付金

91P

・障害児通所支援 78,386,632

・障害児相談支援 2,872,616

20 扶助費

・高額障害児（通所・入所）給付 25,300

費

23 償還金、利子及び割引料
93P

・返納金 22,934,222

15 国庫支出金
23P

・障害児支援費国庫負担金 53,052,600

・障害児自立支援給付審査支払等 385,000
25P

システム事業補助金

16 県支出金
31P

・障害児支援費県負担金 26,526,300

○ 一般財源 24,639,870 ―



４
６
/
９
０

（款）３ 民生費 （項）１ 社会福祉費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

７医療福祉費
継
続

医療費無料化
事業

202,451,194 円
（218,976 千円）

11 需用費

93P
子ども、重度心身障害者、母子・父子家庭の方

の健康管理の向上に寄与するために、社会保険等
で医療を受けた場合の自己負担分を公費で負担
する。

【実施内容】
件数 74,281 件で 701 件増
医療費 197,666,942 円で 4,358,032 円減

健康福祉課
（保険室）

健康
福祉

・消耗品費 15,844

・印刷製本費（事業用） 54,000

12 役務費

・郵便料 8,820

13 委託料

・保険者事務電算処理委託料 1,267,558

・医療助成システム改修業務委
託料

52,800

・審査支払委託料 3,385,230

20 扶助費

・医療費 197,666,942

16 県支出金
33P

・医療福祉費県補助金 94,872,268

21 諸収入
45P

・福祉医療費納入金 2,429,595

○ 一般財源 105,149,331 ―

９老人福祉セ

ンター費

継
続

老人福祉
センター
管理業務

19,119,000 円
（19,119 千円）

13 委託料
95P

老人福祉センターの管理を、社会福祉法人吉岡
町社会福祉協議会を指定管理者として行わせる
ことにより、効率的運営と住民福祉の向上を図
る。

健康福祉課
（高齢福祉室）

健康
福祉

・老人福祉センター指定管理料 19,119,000

○ 一般財源 19,119,000 ―



４
７
/
９
０

（款）３ 民生費 （項）２ 児童福祉費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

１児童福祉総

務費

継
続

赤ちゃんの駅
（情報マップ）
93,500 円
（123 千円）
総合戦略

11 需用費
95P

渋川広域圏で実施する地方創生事業であり、外
出中におむつ替えや授乳などで誰でも自由に立
ち寄ることができる公共施設や民間施設を｢赤ち
ゃんの駅｣として指定する。

令和元年度は、新たに指定された施設はなし。
情報マップの増刷のみ実施となった。

健康福祉課
（こども福祉室）

健康
福祉

・印刷製本費 93,500

○  一般財源 93,500 ―

継
続

ファミリー・
サポート・
センター事業
569,931 円
（642 千円）

13 委託料

95P
地域子ども・子育て支援事業のひとつで、｢育

児援助を受けたい人｣と｢育児援助を行いたい人｣
が会員となり、センターを通じて子育ての相互援
助活動(子どもの預かり・保育施設等への送迎な
ど)を有料で行うもの。

渋川広域圏で共同実施しており、吉岡町住民の
利用分について、渋川市に委託料を支出した。

健康福祉課
（こども福祉室）

健康
福祉

・ファミサポセンター 569,931

広域委託料

○  一般財源 569,931 ―

継
続

産前・産後
サポート事業
29,444 円
（55 千円）
総合戦略

13 委託料

95P 育児・家事等の支援を必要とする、産前・産後
期の母親の精神的・肉体的負担を軽減し、安心し
て育児や日常生活が営めるよう支援する。

1 回につき 1,700 円(2 時間)で、3 回までを町が
負担し、4 回目以降は自己負担となる。ただし、
多胎妊娠の場合は 6 回までを町が負担する。

渋川広域圏で共同実施しており、吉岡町住民の
利用分について、渋川市に委託料を支出した。

健康福祉課
（こども福祉室）

健康
福祉

・産前・産後サポート 29,444

広域委託料

〇 一般財源 29,444 ―



４
８
/
９
０

（款）３ 民生費 （項）２ 児童福祉費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

１児童福祉総

務費

継
続

子ども・子育て
支援事業計画
策定業務
3,564,000 円
（4,000 千円）

11 需用費

95P

吉岡町子ども・子育て支援事業計画は、平成 27
年度から平成 31 年度までの 5 年間を事業年度と
して策定されている。

令和 2 年度からの次期事業計画策定にあたり、
平成 30 年度に実施した住民アンケート調査を基
礎資料とした事業計画を業務委託により作成し
た。

また、事業計画の中に子どもの貧困対策も併せ
て記載し、計画を作成した。

健康福祉課
（こども福祉室）

健康
福祉

・印刷製本費 99,000

13 委託料

・子ども・子育て支援計画 3,465,000

作成業務委託料

〇 一般財源 3,564,000 ―

２児童手当費
継
続

児童手当支給
事業

399,140,000 円
（400,200 千円）

20 扶助費
97P

児童の年齢等に応じて、以下の手当てを支給し
た。

児童手当支給延児童数 34,918 人
特例給付支給延児童数 1,319 人

・0～3 歳未満：15,000 円/月
・3 歳～小学生(第 1・2 子)：10,000 円/月
・3 歳～小学生(第 3 子以降)：15,000 円/月
・中学生：10,000 円/月
・特例給付：5,000 円/月

健康福祉課
（こども福祉室）

健康
福祉

・児童手当 399,140,000

15 国庫支出金
23P

・児童手当国庫負担金 279,311,665

16 県支出金
31P

・児童手当県負担金 59,914,165

〇 一般財源 59,914,170 ―



４
９
/
９
０

（款）３ 民生費 （項）２ 児童福祉費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

３児童保育費
継
続

子どものための
教育・保育給付
933,054,308 円
（946,223 千円）

13 委託料

97P

子ども・子育て支援新制度により、従来バラバ
ラに行われていた認定こども園、幼稚園、保育所
等に対する国の財政支援の仕組みが統一されたも
の。令和元年度も、町内及び町外の保育所、認定
こども園、幼稚園に対して支払いを行った。

・保育所運営委託
保育を必要とする乳幼児を対象に、健全な心身

の発達を目的として、町内在住の乳幼児が通う町
内外の私立及び公立の認可保育所に対して委託料
を支払う。

・施設型給付
町内在住の乳幼児が通う町内外の認定こども

園、幼稚園等に支払いを行う。
令和元年度も、町内外の各認定こども園、幼稚

園に対して支払いを行った。
なお、施設型給付に移行しない幼稚園について

は、幼稚園就園奨励補助の対象となる。

健康福祉課
（こども福祉室）

健康
福祉

・保育所運営委託料 701,659,700

19 負担金、補助及び交付金

・施設型給付費 231,394,608

10 地方特例交付金
19P

・子ども・子育て支援臨時交付金 32,538,000

13 分担金及び負担金

21P

・保育運営費保護者負担金 103,313,750

（現年度分）

・保育運営費保護者負担金 795,400

（過年度分）

15 国庫支出金

23P・子どものための教育・保育 363,348,878

給付費国庫負担金

16 県支出金

29P・子どものための教育・保育 161,342,875

給付費県負担金

・3 歳未満児第 3 子以降保育料 3,504,000

33P無料化事業県補助金

・群馬県施設型給付費等補助金 18,328,000

〇 一般財源 249,883,405 ―



５
０
/
９
０

（款）３ 民生費 （項）２ 児童福祉費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

３児童保育費

継
続

地域子ども・
子育て支援事業
19,995,412 円
（21,425 千円）

13 委託料

97P

すべての子育て家庭を対象に、地域のニーズに
応じた様々な子育て支援を充実するもので、乳幼
児健康支援一時預かり事業(病後児保育)、地域子
育て支援拠点事業、一時預かり事業、延長保育事
業などを実施する。

乳幼児健康支援一時預かり事業は、病後児保育
事業の実施を竹内小児科に委託し、支払いを行っ
た。

地域子育て支援拠点事業は、吉岡町子育て支援
センターいちょうクラブの事業実施に対して委
託料の支払いを行った。

一時預かり事業については、町内 5 保育所のほ
か、町内外の認定こども園の事業実施に対して支
払いを行った。

延長保育事業については、町内の事業を実施し
ている保育所に対して支払いを行った。
※ 別掲の学童クラブ、ファミリー・サポート・

センター、妊婦健康診査も地域子ども・子育て
支援事業に含まれる。

健康福祉課
（こども福祉室）

健康
福祉

・乳幼児健康支援一時預かり 2,440,000

事業委託料

・地域子育て支援拠点事業運営 8,152,000

委託料

19 負担金、補助及び交付金

・一時預かり事業補助金 7,179,600

・延長保育費補助金 2,223,812

13 分担金及び負担金

21P
・一時保育料保護者負担金 646,000

・延長保育料保護者負担金 1,077,300

・病後児保育料保護者負担金 73,000

15 国庫支出金
25P

・子ども・子育て支援交付金 4,775,000

16 県支出金
33P

・子ども・子育て支援交付金 4,775,000

〇 一般財源 8,649,112 ―

継
続

保育所助成事業
20,388,900 円
（22,018 千円）

19 負担金、補助及び交付金

97P 子ども・子育て支援新制度による国の財政措置
を受けず、地方単独事業として障害児保育費補助
金及び保育充実促進費補助金を支給し、児童福祉
の充実を図るもの。

障害児保育費補助については、町内の 2 保育所
に対して支払いを行った。

保育充実促進費補助については、町内の 6 保育
所等が行った1歳児の保育士配置改善及び園児の
アレルギー対策の実施に対して支払いを行った。

健康福祉課
（こども福祉室）

健康
福祉

・障害児保育費補助金 4,305,400

・保育充実促進費補助金 16,083,500

16 県支出金
33P

・保育充実促進費補助金 8,061,550

21 諸収入

47P・保育充実促進費他市町村 81,750

負担金

〇 一般財源 12,245,600 ―



５
１
/
９
０

（款）３ 民生費 （項）２ 児童福祉費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

３児童保育費

継
続

保育士等確保
事業

3,850,000 円
（4,500 千円）
総合戦略

19 負担金、補助及び交付金
97P 保育所等で、保育士を年度当初の在園児数に対

する保育士数の配置基準以上に余剰配置するこ
とによって、途中入所の増加にも対応できる体制
を整えた場合に当該経費の一部を補助するもの。

町内 4保育所等の事業実施に対して支払いを行
い、年度途中の園児の受入態勢の充実を図った。

健康福祉課
（こども福祉室）

健康
福祉

・保育士等確保事業補助金 3,850,000

〇 一般財源 3,850,000 ―

継
続

私立保育所等
施設整備助成

事業
261,056,800 円
（270,085 千円）
総合戦略

13 委託料

97P

増加している低年齢児の保育ニーズに対応す
るほか、児童の保育環境等の改善を図るため、町
内の保育所等の施設整備にかかる費用の一部を
助成するもの。

平成 30 年度に事業を開始した第三保育園の施
設整備事業について、新園舎が令和元年度に完成
したことによる補助金と、旧園舎の解体工事及び
備品購入の助成などを行った。

第三保育園では園舎の新築に伴い、30 名の定員
増を実施した。

健康福祉課
（こども福祉室）

健康
福祉

・第三保育園解体工事設計委託料 2,818,800

15 工事請負費

・第三保育園解体工事 35,530,000

19 負担金、補助及び交付金

・私立保育所等施設整備補助金 222,708,000

（繰越明許）

15 国庫支出金

27P
・保育所等整備交付金（私立保育 196,185,000

所等施設整備助成事業）

（繰越明許）

21 諸収入

49P

・保育園負担金（第三保育園解体 8,882,500

事業）

22 町債

・公共施設等適正管理推進事業債 26,500,000

（第三保育園解体事業）

〇 一般財源 29,489,300 ―



５
２
/
９
０

（款）３ 民生費 （項）２ 児童福祉費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

５学童保育事

業費

新
規

駒寄第 3
学童クラブ
用地取得事業
18,023,200 円
（18,045 千円）

11 需用費

99P 賃貸借契約で利用していた駒寄第 3 学童クラ
ブ駐車場について、恒久的な利用が見込まれる
ため、用地を購入した。

健康福祉課
（こども福祉室）

健康
福祉

・消耗品費（事務用） 10,000

13 委託料

・測量登記委託料 13,200

17 公有財産購入費

・用地買収費 18,000,000

〇 一般財源 18,023,200 ―

継
続

学童クラブ
管理業務

18,134,444 円
（24,089 千円）

11 需用費

99P

町内 6 か所にある学童クラブの管理を、社会
福祉法人吉岡町社会福祉協議会を指定管理者と
して行わせることにより、効率的な運営と住民
福祉の向上を図った。

指定管理期間は、平成 29 年度から令和 3 年度
までの 5 年間。

健康福祉課
（こども福祉室）

健康
福祉

・電気料 3,767

・学童クラブ施設修繕料 22,000

13 委託料

・学童クラブ指定管理料 17,935,367

14 使用料及び賃借料

・学童クラブ駐車場借地料 173,310

15 国庫支出金
25P

・子ども・子育て支援交付金 5,354,000

16 県支出金
33P

・子ども・子育て支援交付金 5,354,000

〇 一般財源 7,426,444 ―



５
３
/
９
０

（款）４ 衛生費 （項）１ 保健衛生費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

１保健衛生総

務費

継
続

住宅用太陽光
発電システム

設置補助金
4,045,000 円
(6,000 千円)

19 負担金、補助及び交付金

103P 住宅用太陽光発電システムを設置した町民(42
件)に対し補助金を交付し、環境負荷の少ないク

リーンエネルギーの普及促進を図った。
交付金額は 25,000 円/kw とし、上限は 100,000

円(4kw)とする。

町民生活課
（生活環境室）

自然
環境

・住宅用太陽光発電システム 4,045,000

設置整備事業補助金

○ 一般財源 4,045,000 ―

新
規

健康づくり計画
策定業務
4,201,126 円
（4,322 千円）

8 報償費

101P
健康寿命の延伸、健康格差の縮小、生活習慣病

の発症予防・重症化予防、こころの健康の維持・
向上を基本方針とした吉岡町健康づくり計画を
策定するもの。

現在の計画は、平成 27 年度から平成 31 年度を
計画期間としており、令和 2 年度から令和 6 年度
を機関とした第 2 期健康づくり計画を策定した。

健康福祉課
（健康づくり室）

健康
福祉

・健康づくり計画策定委員謝礼 74,800

12 役務費

・健康づくり計画アンケート郵送 276,326

13 委託料
103P

・健康づくり計画策定委託料 3,850,000

○ 一般財源 4,201,126 ―

３母子衛生費
継
続

子育て相談
支援事業
990,000 円

（1,432 千円）
総合戦略

8 報償費

105P

子育て世代が安心して子どもを生み育てるた
めの支援策として、乳幼児健診の事後相談を充実
するとともに、母乳相談や子育て相談会のスタッ
フの充実（栄養士・言語聴覚士・作業療法士を追
加）により、育児不安の解消、育児ストレスの軽
減を図った。

また、第二子以降の保健師による訪問・電話相
談を実施し、早期の支援を行った。
・運動発達の相談 来所者 37 件
・ことばの相談 来所者 15 件
・心理相談 来所者 26 件
・母乳相談 来所者 261 件
・心理士の電話相談       104 件
・保健師の第２子訪問件数 61 件
・保健師の電話件数 50 件

健康福祉課
（健康づくり室）

健康
福祉

・健康相談謝礼 942,000

13  委託料

・産後ケア事業委託料 48,000

15  国庫支出金
27P

・母子保健衛生費国庫補助金 234,000

○ 一般財源 756,000 ―



５
４
/
９
０

（款）４ 衛生費 （項）１ 保健衛生費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

３母子衛生費

継
続

こどものこころ
の発達健診
156,000 円
（240 千円）
総合戦略

8 報償費
105P 自閉症やＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）・ＡＳ

Ｐ（アスペルガー症候群）等の広汎性発達障害を
早期に発見し、子どもの生活のしづらさと保護者
の負担や不安の軽減を図る総合戦略事業の一環と
して行うもの。1 歳 6 ヵ月児健診で発達の遅れが
疑われる児童に対し、心理士による詳しい検査・
保護者へのアドバイスを行った。
・対象者 18 人 ・来所者 14 人

健康福祉課
（健康づくり室）

健康
福祉

・こどものこころの発達健診謝礼 156,000

○ 一般財源 156,000 ―

継
続

年中児こころの
成長アンケート
235,515 円
（465 千円）
総合戦略

8 報償費

105P

自閉症やＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）・ＡＳ
Ｐ（アスペルガー症候群）等の広汎性発達障害を
早期に発見し、子どもの生活のしづらさと保護者
の負担や不安の軽減を図る総合戦略事業の一環と
して行うもの。

年中児の年齢（4 歳～5 歳）に達した児童の保護
者にアンケートを行うことでハイリスク児を把握
し、発達支援教室や相談会でフォローしていくと
ともに、二次障害（不登校、ひきこもり、精神疾
患）の予防につなげていく。

また、保育園での生活の中で、困難を抱えてい
る児童の発見・支援を目的に、心理士による巡回
相談を行った。
・アンケート送付者 263 人、回答者 183 人
・園訪問 2 園、対象児 3 人

健康福祉課
（健康づくり室）

健康
福祉

・年中児こころの成長アンケ 72,000

  ート謝礼

・巡回相談謝礼 24,000

11 需用費

印刷製本費（年中児こころ 19,800

の成長アンケート）

12 役務費

・郵便料（年中児こころの成 119,715

長アンケート）

○ 一般財源 235,515 ―



５
５
/
９
０

（款）４ 衛生費 （項）１ 保健衛生費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

３母子衛生費

継
続

発達支援教室
837,918 円

（1,047 千円）
総合戦略

8 報償費

105P

自閉症やＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）・ＡＳＰ

（アスペルガー症候群）等の広汎性発達障害を早期

に発見し、子どもの生活のしづらさと保護者の負担

や不安の軽減を図る総合戦略事業の一環として行う

もの。

年中児こころの成長アンケートにより発達障害の

疑いがあり、発達支援教室への参加が必要となった

児童及びその保護者に対し、発達を促す遊びを行う

ほか、医師・心理士・作業療法士・保育士・保健師

がアドバイスを行った。

・教室該当者 29 人、参加者 8 人

健康福祉課
（健康づくり室）

健康
福祉

・発達支援教室謝礼 688,400

11 需用費

・消耗品費（発達支援教室） 41,518

13 委託料

・発達支援教室委託料 108,000

○ 一般財源 837,918 ―

拡
充

妊婦健康診査
支援事業

21,130,047 円
（23,153 千円）

11 需用費

105P

全妊婦を対象に医療機関や助産所にて妊婦健康診

査を実施することにより、母体や胎児の疾病の早期

発見と健康管理を行うもの。

平成 30 年度に開始した新生児聴覚検査に加え、令

和元年度からは妊娠届出時に受診票を交付し、産前

と産後に歯科検診を受診できる妊産婦歯科検診を開

始した。

・交付数 4,091 枚、使用数 3,064 枚

健康福祉課
（健康づくり室）

健康
福祉

・印刷製本費（事務用） 96,250

13 委託料

・妊婦健康診査委託料 20,443,820

・妊産婦歯科検診委託料 312,077

19 負担金、補助及び交付金

・妊婦健康診査補助金 277,900

○ 一般財源 21,130,047 ―

継
続

不妊・不育対策
支援事業
4,473,000 円
（6,180 千円）
総合戦略

20 扶助費

105P

総合戦略事業として、また、一億総活躍政策が掲

げる「希望出生率 1.8」の実現に向けた取組みとし

て、不妊・不育に悩む夫婦の支援を行うもの。

平成 28 年度より、従来の特定不妊治療に加え、一

般不妊治療、男性不妊治療、不育症治療についても

助成を行った。

・特定不妊治療助成件数（延件数 36 件）

・一般不妊治療助成件数（延件数 43 件）

・男性不妊治療助成件数（延件数 0 件）

・不育症治療助成件数（延件数 3 件）

健康福祉課
（健康づくり室）

健康
福祉

・特定不妊治療費 2,821,000

・一般不妊治療費 1,584,000

・男性不妊治療費 0 ―

・不育症治療費 68,000 107P

○ 一般財源 4,473,000 ―
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（款）４ 衛生費 （項）１ 保健衛生費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

４健康増進費
拡
充

検診事業
39,877,662 円
（40,779 千円）

7 賃金

107P

町民を対象に、がん検診（胃がん・肺がん・大
腸がん・子宮頸がん・乳がん・前立腺がん）のほ
か、肝炎ウィルス検診、歯周疾患検診等を実施し、
疾病の早期発見・早期治療につなげた。

令和元年度からは、歯周疾患検診の対象者を拡
大し、より多くの町民が検診を受診できる体制を
とった。

検診受診者数
胃がん検診（バリウム） 849 人
胃がん検診（胃内視鏡） 301 人
大腸がん検診 1,686 人

  胸部レントゲン検診 1,927 人
  子宮がん検診 1,260 人
  乳がん検診 1,187 人
  前立腺がん検診 638 人
  肝炎検診 203 人
  歯周疾患検診 170 人

健康福祉課
（健康づくり室）

健康
福祉

・臨時賃金 129,600

8 報償費

・健康診査謝礼 71,610

11 需用費

・消耗品費 11,781

・印刷製本費（事務用） 727,660

12 役務費

・検診関係通知郵便料 1,956,921

13 委託料

・健康診査等委託料 34,181,467

・事務委託料 2,795,623

23 償還金、利子及び割引料

・がん検診推進事業費補助金

返還金（過年度分） 3,000

15 国庫支出金
27P

・がん検診推進事業費補助金 4,000

16 県支出金
33P

・健康増進事業費県補助金 936,282

○ 一般財源 38,937,380 ―
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（款）４ 衛生費 （項）１ 保健衛生費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

４健康増進費
拡
充

健康№1
プロジェクト

事業
3,352,887 円
（4,207 千円）

8 報償費

107P

第 5 次総合計画及び健康づくり計画の健康№1
プロジェクトとして展開している事業。

自治会の傘下である「よしおか健康推進協議会」
を中心に、有酸素運動・食育活動などを基本とし
て実施している。

代表推進員は、定期的に会議に出席し、町と連
携して活動の推進を行っている。

令和元年度は、参加者の多い合同体力測定会や
運動教室、料理講座、健康まつりの内容をさらに
充実させるとともに、新規事業として「健康ポイ
ント事業」をスタートさせ、健康づくりに関する
様々な事業の参加者に景品と交換できるポイント
を付与し、健康推進活動の普及啓発と参加者の拡
大が図れた。
・よしおか健康推進協議会活動 延 1,195 人
・自治会での自主活動 延 19,213 人
・健康ポイント交換者   242 人

健康福祉課
（健康づくり室）

健康
福祉

・その他謝礼 990,600

11 需用費

・消耗品費 608,026

・食糧費 72,074

・印刷製本費（事務用） 114,555

12 役務費

・体力測定会手数料 81,600

・傷害保険料 15,200

13 委託料

・健康まつりイベントブース 27,500

委託料

14 使用料及び賃借料

・健康 No.1 プロジェクト用 219,756

借上料

19 負担金、補助及び交付金

・各種負担金 10,000

・よしおか健康№１プロジェ 1,213,576

クト事業補助金

○ 一般財源 3,352,887 ―

５環境衛生費
継
続

浄化槽設置整備
事業

4,510,000 円
(4,510 千円)

19 負担金、補助及び交付金

107P

公共下水道エリアと農業集落排水エリア以外の
区域を対象に、単独処理浄化槽又は汲取槽から合
併処理浄化槽への転換を推進し対象者にエコ補助
金を加えて補助したほか、開発事業により分譲さ
れた住宅を除く一般住宅を対象に、合併処理浄化
槽設置費の一部を補助した。

・補助金交付実績：23 基(内エコ補助金 1 基)   
                                            
                                           

上下水道課
(下水道室)

自然
環境

・浄化槽設置整備事業費補助金 4,410,000

・浄化槽エコ補助金 100,000

15 国庫支出金
27P

・浄化槽設置整備事業費交付金 1,233,000

16 県支出金
33P

・浄化槽設置整備事業費交付金 175,000

〇 一般財源 3,102,000 ―
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（款）４ 衛生費 （項）２ 清掃費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

２塵芥処理費
継
続

資源ごみ回収
事業補助金
3,717,050 円
(5,000 千円)

19 負担金、補助及び交付金
109P ごみの減量、資源の再利用及び地域コミュニテ

ィの育成を促進し、併せて廃棄物処理行政に対す
る町民意識の高揚を図ることを目的とし、資源ご
みを回収した自治会等の営利を目的としない団体
(45 団体、118 件)に対して補助金を交付した。

町民生活課
（生活環境室）

自然
環境

・資源ごみ回収事業補助金 3,717,050

○ 一般財源 3,717,050 ―

（款）５ 労働費 （項）１ 労働諸費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

１労働諸費

継
続

勤労者住宅資金
利子補給事業
6,412,114 円
（18,864 千円）

19 負担金、補助及び交付金
111P

金融機関から資金を借り入れ、町内に専用住宅
を新築し、又は新築住宅を購入した給与所得者
へ、借入額のうち1,000万円以内に対し、年利1.0%
を上限(上限額 100,000 円)として 1年間分の利子
補給を行った。

産業建設課
（産業振興室）

産業
雇用

・勤労者住宅資金利子補給 6,412,114

○ 一般財源 6,412,114 ―

継
続

勤労者生活資金
融資事業
5,000,000 円
（5,000 千円）

21 貸付金
111P

町内在住の勤労者に対し、該当する目的に必要
な資金を 100 万円以内、期間 5 年以内で融資する
もの。

このため、金融機関に資金を預託した。

産業建設課
（産業振興室）

産業
雇用

・勤労者生活資金融資預託金 5,000,000

21 諸収入

43P・勤労者生活資金融資預託金 5,000,000
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（款）６ 農林水産業費 （項）１ 農業費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

３農業振興費

継
続

地域特産品
生産体制構築

事業
6,842,000 円
（11,000 千円）
総合戦略

13 委託料

113P

本年度も協議会を中心に県の協力を得ながら、
原料いもの収量や生産量の拡大に向けた調査及
び検証を行った。
栽培においては、農林 5 号はマルチなしの場合が
一番収量が多く、加工に適している 200 グラム以
上の割合も良い結果が得られた。この 2 年間の調
査で収量に関してはマルチは必ずしも必要では
ない結論に至った。
また、昨年度導入した貯蔵庫を使用して、温度と
湿度を一定にすることで簡易的なキュアリング
処理ができるか検証を行った結果、薄いコルク層
の形成が見られたため、成功したものと思われ
る。加工に関して、貯蔵庫で保管しているいもは、
糖化が進んでいないことがわかり、加工前に一定
期間低温にさらした方が良いことが判明した。
販路拡大に向けた取組の一つとしてブランド化

が考えられるが、今年度知的財産権の活用に向け
て、地域団体商標制度について調査を行った。ま
た、今後の販路拡大として小倉乾燥芋のホームペ
ージおよびＥＣサイト（独自の通販サイト）を構
築した。

産業建設課
（産業振興室）

産業
雇用

・地域特産品生産体制構築事業 6,842,000

委託料

15 国庫支出金
25P

・地方創生推進交付金 3,421,000

○ 一般財源 3,421,000 ―

継
続

道の駅
「よしおか温泉」
情報発信機能
強化事業
200,000 円
（600 千円）
総合戦略

19 負担金、補助及び交付金
115P 町の東の玄関口として位置付けられている道

の駅｢よしおか温泉｣を、広域観光案内及び地域情
報の提供施設として更なる整備を推進するとと
もに、各種イベントを通して地域交流及び地域特
産品のＰＲ強化を図る事業。今年度は、道の駅で
行われた｢ほたる祭り｣のイベントに対し助成を
行い、各種団体による自主的・自立的な交流及び
地域ＰＲ活動が行われた。

産業建設課
（産業振興室）

産業
雇用

・道の駅まつり交付金 200,000

○ 一般財源 200,000 ―
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（款）６ 農林水産業費 （項）１ 農業費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

４畜産振興費
継
続

畜産振興
（悪臭対策）

事業
216,000 円
（824 千円）

13 委託料 216,000
115P

臭気発生予防の観点から、畜舎の臭気測定を実
施し、家畜飼養者の注意喚起を促す。

また、畜産振興を図るため、農業者が実施する
悪臭対策事業の経費の一部を補助する。

産業建設課
（産業振興室）

産業
雇用

・臭気測定業務委託

○ 一般財源 216,000 ―

５農地費

継
続

小規模農村
整備事業
8,474,000 円
（8,474 千円）

19 負担金、補助及び交付金
117P

南下下八幡地区及び大久保溝祭地区において、
延長 598m の農業用水路の布設替工事を群馬用水
土地改良区が事業主体で実施した。

産業建設課
（用地管理室）

産業
雇用

・小規模農村整備事業負担金 8,474,000

○ 一般財源 8,474,000 ―

継
続

群馬用水施設
緊急改築事業
12,898,552 円
（12,899 千円）

19 負担金、補助及び交付金

117P
群馬用水施設緊急改築事業の償還(10 年目/17

年)を実施した。
産業建設課

（用地管理室）
産業
雇用

・群馬用水施設緊急改築事業 12,898,552

    償還負担金

○ 一般財源 12,898,552 ―
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（款）６ 農林水産業費 （項）１ 農業費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

６地籍調査費
継
続

地籍調査費
20,861,763 円
(21,171 千円)

8 報償費

117P

南下Ⅴ地区(字大林の一部、鬼ヶ橋)は、一筆ご
との土地について、その所有者、地番、地目、境
界の確認及び地積(面積)に関する測量を実施し
た。

南下Ⅳ地区(字下八幡、宮代及び大林の一部)
は、地籍図案及び地籍簿案を作成し、地権者への
閲覧を実施した。

南下Ⅰ地区は、県・国の認証承認及び法務局へ
の登記申請を経て登記が完了し、その測量成果に
ついての数値情報化を行った。

南下Ⅱ地区及び南下Ⅲ地区は、県・国の認証承
認を得るための地図訂正等を行った。

産業建設課
（用地管理室）

産業
雇用

・地籍調査推進委員 89,900

9 旅費

・普通旅費 44,960

11 需用費

・消耗品費（事務用） 357,192

・消耗品費（現場用） 38,087

・食糧費 4,800

・材料費（現場用） 57,288

12 役務費

・郵送料 56,036

・傷害保険料 3,000

13 委託料

・地籍調査業務委託料 8,030,000

・復元測量等業務委託料 7,749,500

・数値情報化業務委託料 462,000

・システム保守業務委託料 523,200

・登記事項調査委託料 22,000

14 使用料及び賃借料

・駐車場使用料 5,400

18 備品購入費

・地籍調査事務支援システム 3,380,400

購入費

19 負担金、補助及び交付金
119P

・国土調査推進協議会会費 38,000

14 使用料及び手数料
23P

・地籍図等交付手数料 1,800

16 県支出金

31P・国土調査(地籍調査)事業 4,665,000

負担金

○ 一般財源 16,194,963 ―



６
２
/
９
０

（款）６ 農林水産業費 （項）１ 農業費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

８農業集落排

水事業費

継
続

農業集落排水
事業

特別会計繰出金
141,290,323 円
(142,727 千円）

28 繰出金

119P

吉岡町農業集落排水事業は、整備が完了してお
り、各処理施設の維持管理が主体となっている。

令和元年度は、不明水の防止対策と老朽管の維
持補修のほか、各処理施設の老朽化による設備の
修繕・交換及び維持管理を実施した。

また、令和 2 年度からの法適化移行に向けて、
公営企業会計システムの導入、前年度分の固定資
産の追加調査・評価等の台帳データ整備、例規整
備等を行ったほか、移行に伴う関係各課との調
整、打ち切り決算等の財務関係の移行準備、職員
研修等を実施した。

上下水道課
（下水道室）

自然
環境

・農業集落排水事業特別会計 141,290,323

繰出金

○ 一般財源 141,290,323 ―

（款）６ 農林水産業費 （項）２ 林業費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

２林業振興費
継
続

林道
粟籠井堤線
新設事業

36,559,077 円
（37,350 千円）

13 委託料

121P

平成 29 年度から継続して、用地買収及び林道
の開設工事を実施した。

産業建設課
(産業振興室)

産業
雇用

・県単林道改良工事等設計委託料 770,000

・県単林道改良工事用地測量委託 6,699,000

    料

・所有権登記委託料 61,917

15 工事請負費

・県単林道改良工事 24,409,000

17 公有財産購入費

・県単林道改良工事用地買収費 4,619,160

16 県支出金
35P

・県単林道改良事業 12,500,000

22 町債

49P・地方道路等整備事業債 21,500,000

   （林道新設事業）

○ 一般財源 2,559,077 ―



６
３
/
９
０

（款）７ 商工費 （項）１ 商工費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

１商工総務費

継
続

住宅リフォーム
促進事業
2,456,000 円
（3,000 千円）

19 負担金、補助及び交付金
123P

地域経済活性化対策の一環として、住宅関連産
業を中心とした地域経済の活性化を目的とする
もの。

町民が居住する住宅について、町内の施工業者
を利用して住宅リフォーム工事を行った申請者
に対し、費用の一部を助成した。

産業建設課
（産業振興室）

産業
雇用

・住宅リフォーム促進事業補助金 2,456,000

○ 一般財源 2,456,000 ―

継
続

ぐんま新技術・
新製品開発
推進事業
0 円

（400 千円）
総合戦略

19 負担金、補助及び交付金

―
町内の中小企業者の開発意欲を助長し、その競

争力強化と発展を図ることを目的とし、町内に事
業所をもつ中小企業者が行う新製品・新商品の開
発に係る研究開発費の一部を、県と町が連携して
助成する事業。

募集を行ったが、応募が無かった。

産業建設課
（産業振興室）

産業
雇用

・ぐんま新技術・新製品開発 0

推進補助金

○ 一般財源 0 ―

２観光費
継
続

よしおか再発見
ウォーク
6,180 円
（65 千円）

8 報償費

123P 第 5次総合計画のシンボルプロジェクトである
｢よしおか再発見プロジェクト｣の一環として、吉
岡町の魅力を掘り起こす事業。各種団体が名所・
史跡、物産の魅力を紹介や提供をし、参加者がそ
の魅力を外部へ発信することが目的。

第 10 回は明治地区に点在する絹遺産を繋ぎ合
わせ、今までに扱っていない陣場地区をコースに
加えて実施した。

産業建設課
（産業振興室）

産業
雇用

・記念品 4,200

12 役務費

・保険料 1,980

21 諸収入

47P・よしおか再発見ウォーク参加者 2,600

負担金

〇 一般財源 3,580 ―



６
４
/
９
０

（款）７ 商工費 （項）１ 商工費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

２観光費
継
続

観光ＰＲ事業
2,977,367 円
（3,448 千円）

8 報償費

123P

第 5次総合計画のシンボルプロジェクトである
｢よしおか再発見プロジェクト｣の一環として｢伊
香保などと連携したキラリと光る観光のまち｣を
目標に実施。
・渋川北群馬ＤＭＯ協議会の事業として日本温泉
協会主催の旅と温泉展合同キャラバンにて渋川
市、榛東村と連携して観光ＰＲ展示用の情報提供
・町の観光ＰＲのための首都圏におけるＰＲイベ
ントに渋川市、榛東村と合同参加
・船尾滝立入禁止解除に合わせた宣伝媒体の作製

・観光ガイドブックの更新
・ぐんまＤＣに向けた町内観光素材の魅力発信
・全国町村会主催イベントに参加
・花壇の設置などといった飾花によるＰＲ事業の
実施
・伊香保街道や町内観光施設イメージアップのた
めの花壇設置

産業建設課
（産業振興室）

産業
雇用

・記念品 11,160

9 旅費

・普通旅費 234,100

11 需用費

・消耗品費 477,097

・食糧費 22,770

・観光用ポスター 398,420

・観光パンフレット 524,667

12 役務費

・広告掲載料 70,200

・クリーニング代 14,938

13 委託料

・飾花造園委託料 1,075,660

19 負担金、補助及び交付金

・吉岡町ＰＲ事業交付金 148,355

16 県支出金
35P

・地域振興調整費補助金 380,000

21 諸収入

47P
・グリーンフラワー事業補助金 190,000

・「町イチ！村イチ！」事業 199,555

参加助成金

〇 一般財源 2,207,812 ―
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（款）８土木費 （項）２ 道路橋梁費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

１道路橋梁総

務費

継
続

滝沢大橋補修
事業

13,761,152 円
（13,762 千円）

19 負担金、補助及び交付金

125P
榛東村が事業主体となり、吉岡町と榛東村の境

界に位置する滝沢大橋の補修工事を実施し、榛東
村との協定書に基づく事業費の 1/2を町負担金と
して支出した。

産業建設課
（用地管理室）

安全
便利

・滝沢大橋補修事業負担金（榛 13,761,152

東村施工）

○ 一般財源 13,761,152 ―

２道路維持費
継
続

道路長寿命化
事業

23,448,600 円
（29,190 千円）

15 工事請負費
127P

道路長寿命化計画（舗装等の個別施設計画）、
道路長寿命化計画（小型構造物の個別施設計画）
に基づき、町内 4 路線の舗装補修工事と 3 路線の
道路側溝等の更新事業を実施した。

産業建設課
（都市建設室）

安全
便利

  ・道路長寿命化補修工事（単独） 23,448,600

22 町債

49P・公共施設等適正管理推進事業債 21,100,000

（道路長寿命化事業）

○ 一般財源 2,348,600 ―

３道路新設改

良費

継
続

町道熊野・吉開
戸線改良事業
7,824,000 円
（20,800 千円）

13 委託料

127P

駒寄スマート IC の東側に位置し、町の商業用
途地域が設定され、大型商業施設の出店が予定さ
れている地域に接続する町道熊野・吉開戸線につ
いて、測量設計委託を行い（繰越明許）、用地測
量・調査業務委託を行った（令和 2 年度へ繰越）。

産業建設課
（都市建設室）

安全
便利

・測量設計業務 6,224,000

（繰越明許）

・用地測量・調査業務 1,600,000 129P

15 国庫支出金

27P・社会資本整備総合交付金（道路 800,000

改良事業）

22 町債
49P

・公共事業等債（道路改良事業） 700,000

○ 一般財源 6,324,000 ―

継
続

渋川吉岡
連携道路事業
3,440,750 円
（13,583 千円）

19 負担金、補助及び交付金
129P

渋川市及び吉岡町連携道路(庚申塚 5 号線と渋
川市道)の用地測量業務委託等を行い、事業を推
進した。

産業建設課
（都市建設室）

安全
便利

・渋川吉岡連携道路事業負担金 3,440,750

○ 一般財源 3,440,750 ―
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（款）８土木費 （項）２ 道路橋梁費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

５橋梁維持費
継
続

橋梁の長寿命化
46,228,520 円
（57,100 千円）

13 委託料

129P

町が管理する橋梁の長寿命化を図るため、定期
点検、補修設計及び補修工事を実施した。

平成 30 年度繰越事業は、補修工事（5 橋)が完
成した。また、令和元年度は、補修工事(2 橋)を
発注して翌年度に繰り越した。

産業建設課
（用地管理室）
（都市建設室）

安全
便利

・橋梁長寿命化修繕詳細設計業務 7,680,000

（補助）

・橋梁補修設計積算・施工管理 2,715,120

業務（繰越明許）

・橋梁長寿命化計画更新業務 1,359,000

（補助）

15 工事請負費

・橋梁維持補修工事(補助) 30,303,400

（繰越明許）

・橋梁維持補修工事(補助) 4,171,000

15 国庫支出金

27P

・社会資本整備総合交付金 7,250,000

(橋梁長寿命化修繕事業)

・社会資本整備総合交付金 15,853,500

(橋梁長寿命化修繕事業)

    (繰越明許）

22 町債

49P・公共事業等債（橋梁長寿命化 5,300,000

事業）

○ 一般財源 17,825,020 ―
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（款）８土木費 （項）４ 都市計画費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

１都市計画総

務費

新
規

都市計画事業
8,141,800 円
（12,210 千円）

13 委託料

131P
駒寄スマート IC 東側周辺と既に商業施設が集

積している県道前橋伊香保線吉岡バイパス沿線
に用途地域の新規指定及び変更を行い、町全域に
特定用途制限地域を指定した。

産業建設課
（都市建設室）

安全
便利

・都市計画図修正業務 1,999,800

・都市計画情報システムデータ 990,000

更新業務

・都市計画決定図書作成業務 2,652,000

・都市計画決定図書作成業務 2,500,000

（繰越明許）

○ 一般財源 8,141,800 ―

２都市施設費
継
続

城山みはらし
公園整備事業
61,432,295 円
（84,320 千円）

11 需用費

131P

城山みはらし公園の公園整備（繰越明許）を実
施し、本年度公園整備が完了した。

また、4 月にオープンイベントを実施した。

産業建設課
（用地管理室）
（都市建設室）

安全
便利

・消耗品費(城山みはらし公園) 151,157

・電気料（城山みはらし公園） 65,499

・上下水道料（城山みはらし公 230,214

133P

園）

・修繕料（城山みはらし公園） 351,205

13 委託料

・オープンイベント委託料（城山 297,216

みはらし公園）

・除草業務委託料（城山みはらし 804,478

公園）

・清掃委託料（城山みはらし公 1,366,189

園）

・設計積算・施工管理業務（城山 3,101,760

みはらし公園）

（繰越明許）

15 工事請負費

・法面除草工事（城山みはらし 4,482,800

公園）

・整備工事（城山みはらし公園） 50,581,777

（繰越明許）

15 国庫支出金

27P・城山みはらし公園事業補助金 59,666,000

（繰越明許）

○ 一般財源 1,766,295 ―
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（款）８土木費 （項）４ 都市計画費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

２都市施設費
継
続

駒寄スマートＩＣ
大型車対応化事業
135,202,802 円
（343,063 千円）

9 旅費

131P

前橋市、吉岡町及びネクスコ東日本が連携し、
駒寄スマートＩＣの大型車対応化事業を進めた。

産業建設課
（用地管理室）
（都市建設室）

安全
便利

・普通旅費(スマートＩＣ) 10,360
11 需用費

・消耗品費(スマートＩＣ) 12,348
13 委託料

133P

・駒寄スマートＩＣ大型車対応化 82,656,883
事業

・駒寄スマートＩＣ大型車対応化 14,566,302
事業（繰越明許）

15 工事請負費
・建設工事（スマートＩＣ） 14,169,600

（繰越明許）
19 負担金、補助及び交付金

・駒寄スマートＩＣ大型車対応化 9,998,219
事業負担金

・駒寄スマートＩＣ大型車対応化 7,969,044
事業負担金
（繰越明許）

22 補償、補填及び賠償金
135P

・補償費(スマートＩＣ) 5,505,266
・補償費(スマートＩＣ) 314,780

133P
（繰越明許）

15 国庫支出金

27P
・地域連携道路事業費補助金 45,461,285

(駒寄スマートＩＣ)
・地域道路連携事業費補助金 15,128,529

(駒寄スマートＩＣ)（繰越明許）
21 諸収入

47P・駒寄スマートＩＣ大型化事業 30,325,587
に係る前橋市負担金

・駒寄スマートＩＣ大型化事業 10,441,615

49P

に係る前橋市負担金（繰越明許）
22 町債

・公共事業等債（駒寄スマート 17,200,000

ＩＣ大型車化対応化事業）

・地方道路等整備事業債（駒寄スマー

トＩＣ大型車化対応化事業)

○ 一般財源

2,700,000

13,945,786 ―
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（款）８土木費 （項）４ 都市計画費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

３下水道費
継
続

公共下水道事業
特別会計繰出金  
157,097,915 円 
(161,701 千円)

28 繰出金
135P 令和元年度は、公共下水道区域拡大箇所の内、

大久保道城辺玉地区の一部と不動久保地区の管
渠整備工事を実施し、不動久保地区については令
和 2 年 4 月 1 日より供用開始した。既供用開始区
域内では、不明水対策の調査及び管渠補修工事、
マンホールポンプの更新工事等を実施した。ま
た、令和 2 年度からの法適化移行に向けて、公営
企業会計システムの導入、前年度分の固定資産の
追加調査・評価等の台帳データ整備、例規整備等
を行ったほか、移行に伴う関係各課との調整、打
ち切り決算等の財務関係の移行準備、職員研修等
を実施した。

上下水道課
（下水道室）

自然
環境

・公共下水道事業特別会計繰出金 157,097,915

○ 一般財源 157,097,915 ―

（款）８土木費 （項）５ 住宅費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

１住宅管理費
新
規

町営住宅
長寿命化計画
策定業務
2,898,500 円
（3,795 千円）

13 委託料

135P

町営住宅の適切な維持管理を行うために、町営
住宅の状況や将来的な需要見通しを踏まえた各
団地・住棟のあり方を考慮した上で、効率的・効
果的な団地別・住棟別の維持管理の方針を定め、
長寿命化に資する予防保全的な管理や改善を計
画的に推進し、ライフサイクルコストの縮減等を
目指すため、本計画を策定した。

財務課
（財政室）

町民
行政

・長寿命化計画策定業務委託料 2,898,500

○ 一般財源 2,898,500 ―
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（款）９ 消防費 （項）１ 消防費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

１非常勤消防

費

継
続

消防団運営費
12,005,500 円
（13,965 千円）

1 報酬

135P
町民の生命、財産を守るために日々活動する消

防団員に対し、報酬、各種出動委託料及び運営補
助金を支払った。

○消防団員総員：102 名（平成 31 年 4 月 1 日現在）
○報酬（年額）：団長 295,000 円、副団長 221,000
円、分団長・ラッパ長 147,000 円、副分団長 94,000
円、副ラッパ長 83,000 円、部長 82,000 円、班長
62,000 円、機関員 47,000 円、団員 39,000 円、ラ
ッパ手 41,000 円

町民生活課
（生活環境室）

安全
便利

・非常勤職員報酬 6,765,500

13 委託料

・消防団各事業委託料 4,640,000

19 負担金、補助及び交付金
137P

・消防団運営補助金 600,000

○ 一般財源 12,005,500 ―

継
続

消防団員
自動車運転免許
取得費補助金
573,465 円

（1,940 千円）

19 負担金、補助及び交付金

137P 所属している分団の消防自動車を運転できな
い団員を対象に、中型免許等の取得費を補助し、
消防機能の充実を図った。

準中型免許：4 名 中型免許：1 名

町民生活課
（生活環境室）

安全
便利

・消防団員自動車運転免許取得費 573,465

補助金

○ 一般財源 573,465 ―

４災害対策費
継
続

自主防災組織
支援事業
60,000 円
（650 千円）
総合戦略

19 負担金、補助及び交付金
137P 総合戦略事業として、自主防災組織を支援する

ことで地域防災力の向上を図り、地域と一体とな
ったまちづくりを推進した。

・自主防災組織の資機材購入費の一部を助成し
た。（南下、溝祭自治会）

町民生活課
（生活環境室）

安全
利便

・自主防災組織活動補助金 60,000

〇 一般財源 60,000 ―



７
１
/
９
０

（款）９ 消防費 （項）１ 消防費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

５無線放送施

設設置事業費

継
続

防災無線
デジタル化事業
150,882,000 円
（151,672 千円）
【債務負担行為】
R2:182,223
総合戦略

13 委託料

139P

現在の防災行政無線施設は平成 11 年に整備さ
れたが、近年求められている多様化・高度化する
通信ニーズへの対応と、無線機器のスプリアス規
格の改正に対応するため、防災行政無線施設のデ
ジタル化を実施した。

町民生活課
（生活環境室）

安全
利便

・防災無線デジタル化設置工事監
理委託料（繰越明許）

2,818,800

15 工事請負費

・防災無線デジタル化設置工事 109,879,200

（繰越明許）

・防災無線デジタル化設置工事 38,184,000

15 国庫支出金

27P

・民生安定施設設置助成補助金 81,011,000

（防災無線デジタル化事業）

（繰越明許）

・民生安定施設設置助成補助金 27,510,000

（防災無線デジタル化事業）

22 町債

51P

・緊急防災・減災事業債（防災 31,600,000

無線デジタル化事業）

（繰越明許）

・緊急防災・減災事業債（防災 10,600,000

無線デジタル化事業）

〇 一般財源 161,000 ―

新
規

全国瞬時警報
システム
（J-ALERT）
自動起動機
更新事業
2,915,000 円
（3,267 千円）

15 工事請負費

139P

平成 23 年に整備された J-ALRET が、令和 2 年 3
月末でメーカーの保守サポート終了となること
から、迅速な情報伝達を確実に行うため機器の更
新を行った。

町民生活課
（生活環境室）

安全
利便

・全国瞬時警報システム 2,915,000

（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）

  自動起動機更新工事

22 町債

51P・防災対策事業債（Ｊ－ＡＬＥＲ
Ｔ自動起動機更新事業）

2,100,000

〇 一般財源 815,000 ―
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（款）10 教育費 （項）１ 教育総務費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

２事務局費
継
続

学校給食食材費
の助成

5,000,000 円
（5,000 千円）

28 繰出金

143P 一般会計から学校給食事業特別会計への繰出
しを行い、給食食材費を助成することで、学校給
食の充実を図った。

教育委員会
事務局

（学校教育室）

教育
文化

・学校給食事業特別会計繰出金 5,000,000

（食材費助成分）

○ 一般財源 5,000,000 ―

（款）10 教育費 （項）２ 小学校費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

２教育振興費
継
続

学校給食事業
特別会計繰出金
13,384,550 円
（14,725 千円）
総合戦略

28 繰出金

151P 一般会計から学校給食事業特別会計への繰出
しを行い、児童 1 人当たり 9,500 円（950 円×10
カ月）を補助した。
・対前年度：-1,194 千円（-8.2％）

教育委員会
事務局

（学校教育室）

教育
文化

・明小学校給食事業特別会計繰出金 6,020,150

・駒小学校給食事業特別会計繰出金 7,364,400

○ 一般財源 13,384,550 ―

３学校建設費
新
規

明治小学校
給水管更新事業
1,925,000 円
（2,079 千円）

13 委託料
151P

明治小学校の給水管が、老朽化に伴い管内に錆
が見られるため、更新するもの。

令和元年度は、実施設計を行った。

教育委員会
事務局

（学校教育室）

教育
文化

・明小給水管更新工事設計業務委託 1,925,000

22 町債

51P・学校教育施設等整備事業債 1,400,000

（明小給水管更新事業）

○ 一般財源 525,000 ―
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（款）10 教育費 （項）２ 小学校費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

３学校建設費
継
続

駒寄小学校
体育館改築事業
101,991,705 円
（547,603 千円）

13 委託料

151P

旧体育館は、児童の増加により狭小化しており
全校集会や記念式典等に支障をきたしていたこ
とから、現在の児童数に応じた学校体育館を新築
することとなった。

基礎地盤が想定と違っていたことが分かり杭
の設計変更等に時間を要したため、工事を令和 2
年 6 月 10 日まで変更するとともに、新体育館用
の備品も完成に合わせ整備する必要があること
から繰り越しを行った。

教育委員会
事務局

（学校教育室）

教育
文化

・駒小体育館ボーリング調査業務委
託

1,480,600

14 使用料及び賃借料

・駒小体育器具倉庫借上料 450,860

・駒小工事通路用地借上料 60,245

15 工事請負費

153P・駒小体育館新築工事 100,000,000

18 備品購入費

・駒小体育館用備品 0 ―

15 国庫支出金

―・公立学校施設整備費国庫負担金 0

（駒小体育館改築事業）

22 町債

51P・学校教育施設等整備事業債 76,100,000

（駒小体育館改築事業）

○ 一般財源 25,891,705 ―
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（款）10 教育費 （項）３ 中学校費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

２教育振興費
継
続

学校給食事業
特別会計繰出金
6,158,850 円
（6,783 千円）
総合戦略

28 繰出金

157P 一般会計から学校給食事業特別会計への繰出
しを行い、生徒 1 人当たり 9,500 円（950 円×10
カ月）を補助した。
・対前年度：-726 千円（-10.5％）

教育委員会
事務局

（学校教育室）

教育
文化

・学校給食事業特別会計繰出金 6,158,850

（給食費補助分）

○ 一般財源 6,158,850 ―

３学校建設費

新
規

吉岡中学校
特別教室
改修事業
2,090,000 円
（2,090 千円）

13 委託料
157P

学級数の増加に伴い、特別教室を利用できる機
会が制限されているため、普通教室として利用し
ている集会室を特別教室として改修し、生徒の増
加に対応するもの。

令和元年度は、実施設計を行った。

教育委員会
事務局

（学校教育室）

教育
文化

・特別教室改修工事設計業務委託 2,090,000

22 町債

51P・学校教育施設等整備事業債 1,500,000

（吉中特別教室改修事業）

○ 一般財源 590,000 ―

継
続

吉岡中学校
校舎増築事業
198,306,482 円
（202,631 千円）

13 委託料

157P

生徒の増加等により、令和 2 年度以降に教室不
足が見込まれているため、教室不足解消に向け、
校舎の増築を行うもの。

令和元年度は工事を行い、新たに 4 教室が増え
教室不足が解消された。

教育委員会
事務局

（学校教育室）

教育
文化

・校舎増築工事監理業務委託 4,279,000

15 工事請負費

・校舎増築工事 194,027,482

15 国庫支出金

25P・公立学校施設整備費国庫負担金 51,164,000

（吉中校舎増築事業）

・防衛施設周辺対策事業費補助金 22,621,000
29P

（吉中校舎増築事業）

22 町債

51P・学校教育施設等整備事業債 98,100,000

（吉中校舎増築事業）

○ 一般財源 26,421,482 ―
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（款）10 教育費 （項）４ 社会教育費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

１社会教育総

務費

継
続

吉岡町・大樹町
子ども交流事業
3,526,410 円
（3,530 千円）
総合戦略

9 旅費

157P

友好都市である北海道大樹町において自然体
験・社会体験・宿泊体験を行うことにより、大
樹町の子どもたちとの交流のほか、地域社会で
リーダーシップを発揮できる青少年を育成する
ことができた。

参加者 30 名。

教育委員会
事務局

（生涯学習室）

教育
文化

  ・普通旅費（吉岡町・大樹町 642,600

子ども交流事業）

11  需用費

159P

・消耗品費（吉岡町・大樹町 22,585

子ども交流事業）

・食糧費（吉岡町・大樹町 60,150

子ども交流事業）

・印刷製本費（吉岡町・大樹 128,920

町子ども交流事業）

12  役務費

・保険料（吉岡町・大樹町 28,800

子ども交流事業）

13  委託料

・業務委託料（吉岡町・大樹 2,630,480

町子ども交流事業）

14  使用料及び賃借料

・携帯電話使用料（吉岡町・ 12,875

大樹町子ども交流事業）

21  諸収入

45P・吉岡町・大樹町子ども交流 900,000

事業負担金

〇 一般財源 2,626,410 ―

４文化センタ

－費

新
規

文化センター
長寿命化計画
策定業務
4,151,400 円
（5,448 千円）

13  委託料

163P

吉岡町公共施設等総合管理計画に基づき、文
化センター施設の中長期的な維持管理・更新に
かかるトータルコストの縮減や予算の平準化を
図るため、個別施設計画を作成した。計画策定
において現状の劣化度を認識し、維持管理事業
の平準化を考慮した計画策定を行った。

教育委員会
事務局

（生涯学習室）

教育
文化

 ・文化センター長寿命化計画 4,151,400

策定業務委託料

○ 一般財源 4,151,400 ―
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（款）10 教育費 （項）４ 社会教育費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

５文化財保

護・調査費

継
続

文化財を資源
とした交流
エリア形成
プロジェクト
12,705,232 円
（15,458 千円）
総合戦略

7 賃金

165P

平成 30年度にオープンした文化財センターを
拠点として、本町の特色である古墳や宿場など
の歴史文化に関する情報発信や交流事業を実施
し、地域資源としての文化財を活用した町の魅
力度向上に貢献した。
〈主な事業〉
・小学生を対象とした勾玉づくり教室及び円筒
埴輪づくり教室を開催。
・文化講演会（「街道を歩く」「野田宿本陣森田
家について」）を開催。
・町内の発掘調査で出土した土器などの遺物や
養蚕用の民具を常設展示。
・県、町指定文化財、ぐんま絹遺産などを写真
パネルなどで紹介。
・町内の文化財に関するパンフレットを３種類
印刷、配置。（吉岡町文化財マップ、三津屋古墳
パンフレット、南下古墳群パンフレット）
・スマホやタブレット、パソコン等で文化財を
動画で見ることができるよう、文化財映像作成
配信事業を実施。南下古墳群、三津屋古墳、森
田家住宅について、上空からの映像や内部の映
像を解説を付けて制作し、動画投稿サイトで見
られるようにした。

教育委員会
事務局

（生涯学習室）

教育
文化

・町内確認調査等賃金 3,525,722

・文化財専門指導員賃金 2,649,422

8 報償費

・講師謝礼 30,000

・文化財等管理・整備謝礼 589,400

11 需用費

・消耗品費 76,009

・文化財標柱 67,100

・印刷製本費 327,160

・修繕料 28,080

12  役務費

・文化財施設等責任保険料 2,000

13  委託料

・文化財映像作成配信業務委託料 1,529,000

・南下古墳群・三津屋古墳除草 501,891

業務委託料

15 工事請負費

・南下Ａ号古墳法面保全工事 82,944

・文化財センター追加工事 2,410,494

16  原材料費

・文化財維持管理用原材料 23,760

18  備品購入費

・施設備品 512,250

19  負担金、補助及び交付金

167P

・群馬県史跡整備市町村協議会 5,000

分担金

・郷土伝承芸能団体補助金 140,000

・文化財保護活用事業費補助金 205,000

○ 一般財源 12,705,232 ―
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（款）10 教育費 （項）５保険体育費 （単位：円）

目
区
分

事業名
決算額

（予算額）

決算額内訳
決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳

１保険体育総

務費

新
規

八幡山グラウン
ド拡張事業
12,603,969 円
（16,000 千円）

13  委託料

167P

  八幡山公園の魅力化を図ることを目的とし
て、八幡山グラウンド拡張用として取得した町
有地の有効活用を図るべく、既設町道を挟んだ
北側用地にあった旧文化財事務所を撤去し、粗
造成仕様の仮設駐車場を整備した。

教育委員会
事務局

（生涯学習室）

安全
便利

・文化財事務所移転補償に伴う 1,452,000

関連業務委託料

15  工事請負費

169P・文化財事務所移転補償に伴う 11,151,969

関連業工事等

〇 一般財源 12,603,969 ―

新
規

社会体育施設
長寿命化計画
策定業務
4,246,000 円
（5,448 千円）

13  委託料

167P
吉岡町公共施設等総合管理計画に基づき、社

会体育施設の中長期的な維持管理・更新にかか
るトータルコストの縮減や予算の平準化を図
るため、個別施設計画を作成した。計画策定に
おいて現状の劣化度を認識し、維持管理事業の
平準化を考慮した計画策定を行った。

教育委員会
事務局

（生涯学習室）

教育
文化

・社会体育施設長寿命化計画 4,246,000

策定業務委託料

○ 一般財源 4,246,000 ―
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６．吉岡町まち・ひと・しごと創生総合戦略 令和元年度主要事業一覧表（再掲）

基本目標１：「地域力」を活かした、誰もが安心して暮らせるまち

（１）豊かな住環境の整備と安全・便利なまちづくり

②公共交通・道路網の充実 （単位：円）

施策
事業

区
分

細事業名
決算額

（予算額）

歳出内訳（節の区分ごと） 決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳（款の区分ごと）

公共交通
利便性
向上事業

継
続

相乗り推奨
タクシー運賃
等助成事業
509,480

（800 千円）

11 需用費
・印刷製本費（交通対策事業

用）
13 委託料
・相乗り推奨タクシー運賃等

助成事業委託料

87,480

422,000

67Ｐ

交通不便地区・空白地区の解消に向けた取組み
として、交通弱者がタクシーを利用した際に支払
う運賃等の一部を助成することにより、タクシー
を活用した外出機会の創出を図り、もって日常生
活の利便性の向上に資することを目的として、実
証実験を行っていたが、当該事業が本地域の移動
手段に適した公共交通システムと位置づけ、平成
30 年度から本格実施した。

総務政策課
（政策室）

安全
便利

○ 一般財源 509,480 －

③安心・安全なまちづくり （単位：円）

施策
事業

区
分

細事業名
決算額

（予算額）

歳出内訳（節の区分ごと） 決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳（款の区分ごと）

地域自主防災
組織の充実

継
続

自主防災組織
支援事業
60,000

（650 千円）

19 負担金、補助及び交付金
・自主防災組織活動補助金 60,000 137Ｐ

総合戦略事業として、自主防災組織を支援する
ことで地域防災力の向上を図り、地域と一体とな
ったまちづくりを推進した。

・自主防災組織の資機材購入費の一部を助成し
た。（南下、溝祭自治会）

町民生活課
（生活環境室）

安全
利便

〇 一般財源 60,000 －
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③安心・安全なまちづくり （単位：円）

施策
事業

区
分

細事業名
決算額

（予算額）

歳出内訳（節の区分ごと） 決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳（款の区分ごと）

防災無線
整備事業

継
続

防災無線
デジタル化事業
150,882,000

（151,672 千円）
【債務負担行為】
R2：182,223

13 委託料
・防災無線デジタル化設置工事

監理委託料（繰越明許）

15 工事請負費
・防災無線デジタル化設置工事

（繰越明許）

・防災無線デジタル化設置工事

2,818,800

109,879,200

38,184,000

139Ｐ

現在の防災行政無線施設は平成 11 年に整備さ
れたが、近年求められている多様化・高度化する
通信ニーズへの対応と、無線機器のスプリアス規
格の改正に対応するため、防災行政無線施設のデ
ジタル化を実施した。

町民生活課
（生活環境室）

安全
利便

15 国庫支出金
・民生安定施設設置助成補助金

（防災無線デジタル化事業）

（繰越明許）

・民生安定施設設置助成補助金

（防災無線デジタル化事業）

22 町債
・緊急防災・減災事業債（防災

無線デジタル化事業）

（繰越明許）

・緊急防災・減災事業債（防災

無線デジタル化事業）

〇 一般財源

81,011,000

27,510,000

27Ｐ

31,600,000

10,600,000

51Ｐ

161,000 －



８
０
/
９
０

③安心・安全なまちづくり （単位：円）

施策

事業

区
分

細事業名

決算額

（予算額）

歳出内訳（節の区分ごと） 決算書

掲載頁
事業内容及び実績

課名

（室名）
分野

財源内訳（款の区分ごと）

放課後児童

安全対策

事業

（見守り

パトロール）

継
続

放課後児童

見守りパトロール

2,138,400

（2,309 千円）

13 委託料

・放課後児童見守りパトロー

ル委託

2,138,400 69Ｐ
子育て世代が安心して育児に取り組める環境

の整備を目的として、放課後児童見守りパトロー

ルを実施した。見守りパトロールの内容は、公益

社団法人吉岡町シルバー人材センターに委託し、

町の青色回転灯装備車両を使用し、児童の下校時

間に合わせて午後 2 時 30 分から午後 7 時 30 分の

パトロールを 233 日実施した。

町民生活課

（生活環境室）

安全

便利

○ 一般財源 2,138,400 －

放課後児童

安全対策

事業

(防犯カメラ)

継
続

防犯カメラ

設置事業

1,622,249

（1,677 千円）

11 需用費

・防犯カメラ電気料

・防犯カメラ修繕料

104,863

15,336 69Ｐ 住民の安心・安全、児童・生徒の通学路の安全

確保、町有施設の安全管理を目的として、防犯カ

メラを 4 台設置した。

町民生活課

（生活環境室）

安全

便利
15 工事請負費

・防犯カメラ設置工事 1,502,050

○ 一般財源 1,622,249 －
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基本目標２：一人ひとりが輝き、生き生きと暮らせるまち

（１）子育て世帯への支援の充実

①子育てに関する不安や悩みの軽減 （単位：円）

施策
事業

区
分

細事業名
決算額

（予算額）

歳出内訳（節の区分ごと） 決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳（款の区分ごと）

産前・産後
サポート事業

継
続

産前・産後
サポート事業
29,444

（55 千円）

13 委託料
・産前・産後サポート広域委

託料
29,444 95Ｐ

育児・家事等の支援を必要とする、産前・産後期の母

親の精神的・肉体的負担を軽減し、安心して育児や日常

生活が営めるよう支援する。

1 回につき 1,700 円(2 時間)で、3 回までを町が負担

し、4 回目以降は自己負担となる。ただし、多胎妊娠の

場合は 6 回までを町が負担する。

渋川広域圏で共同実施しており、吉岡町住民の利用分

について、渋川市に委託料を支出した。

健康福祉課
（こども福祉室）

健康
福祉

〇 一般財源 29,444 －

発達障がいの
早期発見
のための
各種健診
の充実

継
続

こどものこころの
発達健診
156,000

（240 千円）

８ 報償費
・こどものこころの発達健診

謝礼
156,000 105Ｐ

自閉症やＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）・ＡＳＰ（ア

スペルガー症候群）等の広汎性発達障害を早期に発見

し、子どもの生活のしづらさと保護者の負担や不安の軽

減を図る総合戦略事業の一環として行うもの。1 歳 6 ヵ

月児健診で発達の遅れが疑われる児童に対し、心理士に

よる詳しい検査・保護者へのアドバイスを行った。

・対象者 18 人 ・来所者 14 人

健康福祉課
（健康づくり室）

健康
福祉

○ 一般財源 156,000 －

継
続

年中児こころの

成長アンケート

235,515

（465 千円）

８ 報償費

・年中児こころの成長アンケ

ート謝礼

・巡回相談謝礼

72,000

24,000

105Ｐ

自閉症やＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）・ＡＳＰ（ア

スペルガー症候群）等の広汎性発達障害を早期に発見

し、子どもの生活のしづらさと保護者の負担や不安の軽

減を図る総合戦略事業の一環として行うもの。

年中児の年齢（4 歳～5 歳）に達した児童の保護者に

アンケートを行うことでハイリスク児を把握し、発達支

援教室や相談会でフォローしていくとともに、二次障害

（不登校、ひきこもり、精神疾患）の予防につなげてい

く。

また、保育園での生活の中で、困難を抱えている児童

の発見・支援を目的に、心理士による巡回相談を行った。

・アンケート送付者 263 人、回答者 183 人

・園訪問 2 園、対象児 3 人

健康福祉課

（健康づくり室）

健康

福祉

11 需用費

・印刷製本費（年中児こころ

の成長アンケート）

12 役務費

・郵便料（年中児こころの成

長アンケート）

19,800

119,715

○ 一般財源 235,515 －
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①子育てに関する不安や悩みの軽減 （単位：円）

施策
事業

区
分

細事業名
決算額

（予算額）

歳出内訳（節の区分ごと） 決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳（款の区分ごと）

発達障がい
の早期発見
のための
各種健診
の充実

継
続

発達支援教室
837,918

（1,047 千円）

８ 報償費
・発達支援教室謝礼 688,400

105Ｐ

自閉症やＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）・ＡＳＰ

（アスペルガー症候群）等の広汎性発達障害を早期

に発見し、子どもの生活のしづらさと保護者の負担

や不安の軽減を図る総合戦略事業の一環として行う

もの。

年中児こころの成長アンケートにより発達障害の

疑いがあり、発達支援教室への参加が必要となった

児童及びその保護者に対し、発達を促す遊びを行う

ほか、医師・心理士・作業療法士・保育士・保健師

がアドバイスを行った。

・教室該当者 29 人、参加者 8 人

健康福祉課
（健康づくり室）

健康
福祉

11 需用費
・消耗品費（発達支援教室）

13 委託料
・発達支援教室委託料

41,518

108,000

○ 一般財源 837,918 －

育児相談の

充実事業

継
続

子育て相談

支援事業

990,000

（1,432 千円）

８ 報償費

・健康相談謝礼

13 委託料

・産後ケア事業委託料

942,000

48,000

105Ｐ

子育て世代が安心して子どもを生み育てるた
めの支援策として、乳幼児健診の事後相談を充実
するとともに、母乳相談や子育て相談会のスタッ

フの充実（栄養士・言語聴覚士・作業療法士を追
加）により、育児不安の解消、育児ストレスの軽
減を図った。

また、第二子以降の保健師による訪問・電話相
談を実施し、早期の支援を行った。
・運動発達の相談 来所者 37 件
・ことばの相談 来所者 15 件
・心理相談 来所者 26 件
・母乳相談 来所者 261 件
・心理士の電話相談       104 件
・保健師の第２子訪問件数 61 件
・保健師の電話件数 50 件

健康福祉課

（健康づくり室）

健康

福祉

15 国庫支出金

・母子保健衛生費国庫補助金 234,000
27Ｐ

○ 一般財源 756,000 －

赤ちゃんの駅

(情報マップ)

の活用支援

継
続

赤ちゃんの駅

（情報マップ）

93,500

（123 千円）

11 需用費

・印刷製本費 93,500
95Ｐ

渋川広域圏で実施する地方創生事業であり、外
出中におむつ替えや授乳などで誰でも自由に立
ち寄ることができる公共施設や民間施設を｢赤ち
ゃんの駅｣として指定する。

令和元年度は、新たに指定された施設はなし。
情報マップの増刷のみ実施となった。

健康福祉課

（こども福祉室）

健康

福祉
○ 一般財源 93,500 －
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②子育ての経済的負担の軽減 （単位：円）

施策

事業

区
分

細事業名

決算額

（予算額）

歳出内訳（節の区分ごと） 決算書

掲載頁
事業内容及び実績

課名

（室名）
分野

財源内訳（款の区分ごと）

不妊・不育

対策支援

継
続

不妊・不育対策

支援事業

4,473,000

（6,180 千円）

20 扶助費

・特定不妊治療費

・一般不妊治療費

2,821,000

1,584,000

105Ｐ

総合戦略事業として、また、一億総活躍政策が掲

げる「希望出生率 1.8」の実現に向けた取組みとし

て、不妊・不育に悩む夫婦の支援を行うもの。

平成 28 年度より、従来の特定不妊治療に加え、一

般不妊治療、男性不妊治療、不育症治療についても

助成を行った。

・特定不妊治療助成件数（延件数 36 件）

・一般不妊治療助成件数（延件数 43 件）

・男性不妊治療助成件数（延件数 0 件）

・不育症治療助成件数（延件数 3 件）

健康福祉課

（健康づくり室）

健康

福祉

・男性不妊治療費 0 －

・不育症治療費 68,000 107Ｐ

○ 一般財源 4,473,000 －

学校給食費の

保護者負担額

の軽減事業

継
続

学校給食事業

特別会計繰出金

19,543,400

（21,508 千円）

28 繰出金

・駒小学校給食事業特別会計

繰出金

・明小学校給食事業特別会計

繰出金

7,364,400

6,020,150
151Ｐ

一般会計から学校給食事業特別会計への繰出

しを行い、児童 1 人当たり 9,500 円（950 円×10

カ月）を補助した。

・対前年度：-1,194 千円（-8.2％）【小学校】

・対前年度：-726 千円（-10.5％）【中学校】

教育委員会

事務局

（学校教育室）

教育

文化

・学校給食事業特別会計繰出

金

6,158,850
157Ｐ

○ 一般財源 19,543,400 －

高校生の

通学支援

継
続

高校生等

通学支援事業

1,104,000

（1,500 千円）

19 負担金、補助及び交付金

・高校生等通学支援事業補助

金

1,104,000 67Ｐ

公共交通の利用促進と高校生等を持つ世帯の

経済的負担を軽減するために、通学定期に対する

補助事業を実施した。5,000円/月以上で1,000円、

10,000 円/月以上で 2,000 円の補助を行い、多く

の利用をいただいた。

総務政策課

（政策室）

安全

便利○ 一般財源 1,104,000 －
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（２）「子どもを育てる」、「子どもが育つ」環境づくり

①就学前の児童と保護者の交流・成長支援 （単位：円）

施策
事業

区
分

細事業名
決算額

（予算額）

歳出内訳（節の区分ごと） 決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳（款の区分ごと）

保育士
確保事業

継
続

保育士等確保
事業

3,850,000
（4,500 千円）

19 負担金、補助及び交付金
・保育士等確保事業補助金 3,850,000

97Ｐ
保育所等で、保育士を年度当初の在園児数に対

する保育士数の配置基準以上に余剰配置するこ
とによって、途中入所の増加にも対応できる体制
を整えた場合に当該経費の一部を補助するもの。

町内4保育所等の事業実施に対して支払いを行
い、年度途中の園児の受入態勢の充実を図った。

健康福祉課
（こども福祉室）

健康
福祉

〇 一般財源 3,850,000 －

保育環境の
改善事業

継
続

私立保育所等
施設整備助成

事業
261,056,800 円
（270,085 千円）

13 委託料

97P

増加している低年齢児の保育ニーズに対応す
るほか、児童の保育環境等の改善を図るため、町
内の保育所等の施設整備にかかる費用の一部を
助成するもの。

平成 30 年度に事業を開始した第三保育園の施
設整備事業について、新園舎が令和元年度に完成
したことによる補助金と、旧園舎の解体工事及び
備品購入の助成などを行った。

第三保育園では園舎の新築に伴い、30 名の定員
増を実施した。

健康福祉課
（こども福祉室）

健康
福祉

・第三保育園解体工事設計委託料 2,818,800

15 工事請負費

・第三保育園解体工事 35,530,000

19 負担金、補助及び交付金

・私立保育所等施設整備補助金 222,708,000

（繰越明許）

15 国庫支出金

27P
・保育所等整備交付金（私立保育 196,185,000

所等施設整備助成事業）

（繰越明許）

21 諸収入

49P

・保育園負担金（第三保育園解体 8,882,500

事業）

22 町債

・公共施設等適正管理推進事業債 26,500,000

（第三保育園解体事業）

〇 一般財源 29,489,300 ―
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③子どもの可能性を広げるための学習支援 （単位：円）

施策

事業

区
分

細事業名

決算額

（予算額）

歳出内訳（節の区分ごと） 決算書

掲載頁
事業内容及び実績

課名

（室名）
分野

財源内訳（款の区分ごと）

吉岡町

大樹町

子ども

交流事業

継
続

吉岡町・大樹町

子ども交流事業

3,526,410

（3,530 千円）

９ 旅費

・普通旅費（吉岡町・大樹町

子ども交流事業）

642,600 157Ｐ

友好都市である北海道大樹町において自然体
験・社会体験・宿泊体験を行うことにより、大樹
町の子どもたちとの交流のほか、地域社会でリー
ダーシップを発揮できる青少年を育成すること
ができた。

参加者 30 名。

教育委員会

事務局

（生涯学習室）

教育

文化

11 需用費

・消耗品費（吉岡町・大樹町

子ども交流事業）

・食糧費（吉岡町・大樹町子

ども交流事業）

・印刷製本費（吉岡町・大樹

町子ども交流事業）

12 役務費

・保険料（吉岡町・大樹町子

ども交流事業）

13 委託料

・業務委託料（吉岡町・大樹

町子ども交流事業）

14 使用料及び賃借料

・携帯電話使用料（吉岡町・

大樹町子ども交流事業）

22,585

60,150

128,920

28,800

2,630,480

12,875

159Ｐ

21 諸収入

・吉岡町・大樹町子ども交流

事業負担金

900,000 45Ｐ

〇 一般財源 2,626,410 －
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（３）健康で生き生きと暮らせるまちづくり

①健康で生き生きと暮らせるまちづくり （単位：円）

施策
事業

区
分

細事業名
決算額

（予算額）

歳出内訳（節の区分ごと） 決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳（款の区分ごと）

地域福祉交

流拠点施設

継
続

地域福祉交流
拠点施設事業
281,032 円
（342 千円）

11 需用費

87P

地域の誰もが気軽に利用可能な地域福祉交流
拠点施設として、認知症カフェを始めとした様々
な事業を展開することにより地域コミュニティ
の再生を図り、地域から疎遠となり本町を転出し
てしまう高齢者等の定住を促進する。

吉岡町社会福祉協議会のサポートのもと、ボラ
ンティアが主体となった運営を行い、関係機関と
連携し、地域の福祉拠点としての機能を充実させ
るとともに、ボランティアの育成を図る。

健康福祉課
（高齢福祉室）

健康
福祉

・消耗品費 15,425

（地域福祉交流拠点施設）

・電気料 103,234

（地域福祉交流拠点施設）

・上下水道料 105,624

（地域福祉交流拠点施設）

・修繕料 56,749

（地域福祉交流拠点施設）

○ 一般財源 281,032 ―
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基本目標３：地域資源を活かした産業や交流を応援するまち

（１）地域を誇りに思い、魅力を発信するまちづくり

①地域資源の発掘・活用 （単位：円）

施策
事業

区
分

細事業名
決算額

（予算額）

歳出内訳（節の区分ごと） 決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳（款の区分ごと）

まちの
歴史資源の
発掘・活用

継
続

文化財を資源
とした交流
エリア形成
プロジェクト
12,705,232 円
（15,458 千円）

7 賃金

165P

平成 30年度にオープンした文化財センターを拠点と

して、本町の特色である古墳や宿場などの歴史文化に

関する情報発信や交流事業を実施し、地域資源として

の文化財を活用した町の魅力度向上に貢献した。

〈主な事業〉

・小学生を対象とした勾玉づくり教室及び円筒埴輪づ

くり教室を開催。

・文化講演会（「街道を歩く」「野田宿本陣森田家につ

いて」）を開催。

・町内の発掘調査で出土した土器などの遺物や養蚕用

の民具を常設展示。

・県、町指定文化財、ぐんま絹遺産などを写真パネル

などで紹介。

・町内の文化財に関するパンフレットを３種類印刷、

配置。（吉岡町文化財マップ、三津屋古墳パンフレット、

南下古墳群パンフレット）

・スマホやタブレット、パソコン等で文化財を動画で

見ることができるよう、文化財映像作成配信事業を実

施。南下古墳群、三津屋古墳、森田家住宅について、

上空からの映像や内部の映像を解説を付けて制作し、

動画投稿サイトで見られるようにした。

教育委員会
事務局

（生涯学習室）

教育

文化

・町内確認調査等賃金 3,525,722

・文化財専門指導員賃金 2,649,422

8 報償費

・講師謝礼 30,000

・文化財等管理・整備謝礼 589,400

11 需用費

・消耗品費 76,009

・文化財標柱 67,100

・印刷製本費 327,160

・修繕料 28,080

12  役務費

・文化財施設等責任保険料 2,000

13  委託料

・文化財映像作成配信業務委託料 1,529,000

・南下古墳群・三津屋古墳除草 501,891

業務委託料

15 工事請負費

・南下Ａ号古墳法面保全工事 82,944

・文化財センター追加工事 2,410,494

16  原材料費

・文化財維持管理用原材料 23,760

18  備品購入費

・施設備品 512,250

19  負担金、補助及び交付金

167P

・群馬県史跡整備市町村協議会 5,000

分担金

・郷土伝承芸能団体補助金 140,000

・文化財保護活用事業費補助金 205,000

○ 一般財源 12,705,232 ―
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②「吉岡の魅力」の情報発信 （単位：円）

施策
事業

区
分

細事業名
決算額

（予算額）

歳出内訳（節の区分ごと） 決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳（款の区分ごと）

道の駅
「よしおか温泉」

情報発信
強化事業

継
続

道の駅
「よしおか温泉」

情報発信
機能強化事業
200,000

（600 千円）

19 負担金、補助及び交付金
・道の駅まつり交付金 200,000

115Ｐ 町の東の玄関口として位置付けられている道の
駅｢よしおか温泉｣を、広域観光案内及び地域情報
の提供施設として更なる整備を推進するととも
に、各種イベントを通して地域交流及び地域特産
品のＰＲ強化を図る事業。今年度は、道の駅で行
われた｢ほたる祭り｣のイベントに対し助成を行
い、各種団体による自主的・自立的な交流及び地
域ＰＲ活動が行われた。

産業建設課
（産業振興室）

産業
雇用

○ 一般財源 200,000 －

まちの
イメージアップと
観光・行政情報
発信の充実強化

継
続

イメージアップ
事業
96,538

（100 千円）

８ 報償費
・謝礼（企画費）
・イメージアップ事業記念品

（企画費）
11 需用費

・食糧費（企画費）

35,200
60,838

500

65Ｐ 町のフォトコンテストの開催は今回で 4 回目。
ラジオ、広報、ホームページ等で周知活動をし、
応募数は 18 点であった。町の魅力を再発見すると
ともに、広報やホームページにて町の魅力を広く
内外に発信した。

総務政策課
（政策室）

町民
行政

67Ｐ

○ 一般財源 96,538 －
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（４）町の魅力や企業の価値を高める活動に対する支援

①町の魅力や企業の価値を高める活動に対する支援 （単位：円）

施策
事業

区
分

細事業名
決算額

（予算額）

歳出内訳（節の区分ごと） 決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳（款の区分ごと）

６次産業化に

対する支援

継
続

地域特産品
生産体制構築

事業
6,842,000 円
（11,000 千円）

13 委託料

113P
本年度も協議会を中心に県の協力を得ながら、

原料いもの収量や生産量の拡大に向けた調査及
び検証を行った。
栽培においては、農林 5 号はマルチなしの場合が
一番収量が多く、加工に適している 200 グラム以
上の割合も良い結果が得られた。この 2 年間の調
査で収量に関してはマルチは必ずしも必要では
ない結論に至った。
また、昨年度導入した貯蔵庫を使用して、温度と
湿度を一定にすることで簡易的なキュアリング
処理ができるか検証を行った結果、薄いコルク層
の形成が見られたため、成功したものと思われ
る。加工に関して、貯蔵庫で保管しているいもは、
糖化が進んでいないことがわかり、加工前に一定
期間低温にさらした方が良いことが判明した。
販路拡大に向けた取組の一つとしてブランド化
が考えられるが、今年度知的財産権の活用に向け
て、地域団体商標制度について調査を行った。ま
た、今後の販路拡大として小倉乾燥芋のホームペ
ージおよびＥＣサイト（独自の通販サイト）を構
築した。

産業建設課
（産業振興室）

産業
雇用

・地域特産品生産体制構築事業 6,842,000

委託料

15 国庫支出金
25P

・地方創生推進交付金 3,421,000

○ 一般財源 3,421,000 ―
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①町の魅力や企業の価値を高める活動に対する支援 （単位：円）

施策
事業

区
分

細事業名
決算額

（予算額）

歳出内訳（節の区分ごと） 決算書
掲載頁

事業内容及び実績
課名

（室名）
分野

財源内訳（款の区分ごと）

ぐんま新

技術

新製品開発

推進事業

継
続

ぐんま新技術・
新製品開発
推進事業
0 円

（400 千円）

19 負担金、補助及び交付金

―
町内の中小企業者の開発意欲を助長し、その競

争力強化と発展を図ることを目的とし、町内に事
業所をもつ中小企業者が行う新製品・新商品の開
発に係る研究開発費の一部を、県と町が連携して
助成する事業。

募集を行ったが、応募が無かった。

産業建設課
（産業振興室）

産業
雇用

・ぐんま新技術・新製品開発 0

推進補助金

○ 一般財源 0 ―


